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こ
れ
ま
で
も
、

　
　
　
こ
れ
か
ら
も
。



1 JA TAJIMA 20th Anniversary

ご挨拶

わ
た
し
た
ち

J
A
の
め
ざ
す
も
の

　
わ
た
し
た
ち
J
A
の
組
合
員
・
役
職
員
は
、
協
同
組
合
運
動
の

基
本
的
な
定
義
・
価
値
・
原
則（
自
主
、自
立
、参
加
、民
主
的
運
営
、

公
正
、
連
帯
等
）に
基
づ
き
行
動
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
地
球
的
視
野
に
立
っ
て
環
境
変
化
を
見
通
し
、
組
織
・

事
業
・
経
営
の
革
新
を
は
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
・
全
国
・

世
界
の
協
同
組
合
の
仲
間
と
連
携
し
、
よ
り
民
主
的
で
公
正
な
社

会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
わ
た
し
た
ち
は
次
の
こ
と
を
通
じ
、
農
業
と
地
域

社
会
に
根
ざ
し
た
組
織
と
し
て
の
社
会
的
役
割
を
誠
実
に
果
た
し

ま
す
。わ

た
し
た
ち
は
、

一
、
地
域
の
農
業
を
振
興
し
、

　
　わ
が
国
の
食
と
緑
と
水
を
守
ろ
う
。

一
、
環
境
・
文
化
・
福
祉
へ
の
貢
献
を
通
じ
て
、

　
　安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
。

一
、
J
A
へ
の
積
極
的
な
参
加
と
連
帯
に
よ
っ
て
、

　
　協
同
の
成
果
を
実
現
し
よ
う
。

一
、
自
主
・
自
立
と
民
主
的
運
営
の
基
本
に
立
ち
、

　
　J
A
を
健
全
に
経
営
し
信
頼
を
高
め
よ
う
。

一
、
協
同
の
理
念
を
学
び
実
践
を
通
じ
て
、

　
　共
に
生
き
が
い
を
追
求
し
よ
う
。

JA綱領

但
馬
の
農
業
と
暮
ら
し
を
次
代
に
つ
な
ぐ
た
め
に

　
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
広
域
合
併
20
周
年
記
念
誌
の
発
刊
に
あ
た
り
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
は
こ
の
た
び
、
平
成
13
年
４
月
１
日
の
広
域
合
併
か
ら
20
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
の
協
同
組
合
運
動
に
対
す
る
組
合
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
と
し
た
先
人
の
多
大
な
る
努
力
と
ご
理
解
、
ご
協

力
に
よ
る
も
の
と
し
て
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
こ
の
20
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、Ｊ
Ａ
経
営
に
お
い
て
は
、
社
会
の
変
化
と
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
よ
う
と
努
力
を
重
ね
て

き
た
歴
史
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
平
成
16
年
に
は
大
規
模
な
支
店
再
編
を
実
施
す
る
な
ど
、
向
こ
う
20
年
を
見
た
経
営
体

制
の
確
立
を
急
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
の
食
糧
法
改
正
に
よ
り
米
流
通
の
自
由
化
が
進
み
、
産
地
間
競
争
が
激
化
す
る
中
、Ｊ

Ａ
た
じ
ま
で
は
但
馬
の
豊
か
な
環
境
を
守
る「
環
境
創
造
型
農
業
」を
進
め
、
米
や
野
菜
な
ど
、
そ
の
考
え
は
但
馬
の
農
産
物
に
広

く
根
付
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
社
会
の「
安
全
安
心
」の
ニ
ー
ズ
に
つ
な
が
り
、
今
で
は
但
馬
の
農
産
物

の
強
み
と
し
て
、
販
売
に
も
寄
与
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」関
連
の
取
り
組
み
は
行
政
や
関

係
機
関
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
く
ま
で
に
成
長
し
、
現
在
で
は「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」を
但
馬
の
農
業
の
旗
印
と
し
て
、
国

内
外
で
の
但
馬
の
農
産
物
の
さ
ら
な
る
販
売
拡
大
に
向
け
た
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。ま
た
、特
産
品
に
つ
い
て
も
、「
た
じ
ま
ピ
ー

マ
ン
」が
関
西
圏
で
最
大
の
産
地
に
成
長
し
た
他
、
但
馬
牛
も
子
牛
の
飼
養
頭
数
が
管
内
で
四
千
頭
を
超
え
る
ま
で
に
増
頭
す
る

な
ど
、
産
地
の
維
持
・
拡
大
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
組
合
の
皆
さ
ま
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
重
ね
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
他
方
、
国
連
が
平
成
24
年
を「
国
際
協
同
組
合
年
」に
定
め
る
な
ど
、
拡
大
す
る
格
差
や
諸
問
題
へ
の
解
決
に
関
し
て
、
協
同
組

合
の「
相
互
扶
助
」の
理
念
が
国
際
的
に
も
高
く
評
価
・
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
但
馬
地
域
に
お
い
て
も
人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど

地
域
の
持
続
可
能
性
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
た
じ
ま
で
は
国
連
が
掲
げ
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

を
踏
ま
え
つ
つ
、
地
域
の
農
業
、
組
合
員
の
生
活
を
し
っ
か
り
と
守
り
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
使
命
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
協

同
組
合
運
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
の
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
は
合
併
前
か
ら
脈
々
と
つ
な
が
る
組
合
員
の
歩
み
と
、
そ
れ
を
支
え
た
多
く
の
役

職
員
の
努
力
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
昨
今
の
金
融
情
勢
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
Ｊ
Ａ
経
営
・
事
業
運
営

に
あ
ら
た
な
変
化
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
先
人
が
築
き
上
げ
た
Ｊ
Ａ
を
次
の
20
年
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
し
っ
か
り
と
環
境
の

変
化
に
対
応
し
、
組
合
員
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
役
職
員
一
同
Ｊ
Ａ
運
営
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
組
合

員
の
皆
さ
ま
に
は
一
層
の
ご
理
解
と
ご
参
画
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、
本
刊
発
刊
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
じ
ま
農
業
協
同
組
合

　代
表
理
事
組
合
長

　太
田
垣 

哲
男

ご挨拶

JAたじまのあゆみ

歴代役員

20年間の主な受賞歴

組合状況の推移

コウノトリ育むお米

但馬の米づくり

重点振興品目

地域振興品目

ファーマーズマーケットたじまんま

但馬牛

地域ふれあい活動・地域貢献の取り組み

主な事業の紹介／子会社事業の紹介

組合長×職員座談会　合併から20年JAたじまの未来を語る
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2000
2005

1995

香住梨自動選果機稼動（平成17年）
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平
成
7
年
度

平
成
8
年
度

平
成
9
年
度

平
成
10
年
度

平
成
11
年
度

平
成
12
年
度

平
成
13
年
度

平
成
14
年
度

平
成
15
年
度

平
成
16
年
度

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

豊
岡
市
・
香
住
町
・
但
馬
日
高
・
出
石
郡
農
協
が
合
併
し
て
、
た
じ
ま
農
協
が
発
足

た
じ
ま
J
A
女
性
会
設
立
総
会

J
A
た
じ
ま
旅
行
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

第
1
回
J
A
た
じ
ま
ゴ
ル
フ
大
会

第
1
期
農
協
総
代
5
0
0
名
選
出

第
1
回
J
A
た
じ
ま
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

J
A
た
じ
ま
第
1
回
臨
時
総
会

J
A
た
じ
ま
第
1
回
有
線
放
送
の
ど
自
慢
大
会

第
1
回
J
A
た
じ
ま
囲
碁
大
会

第
1
回
通
常
総
代
会

J
A
た
じ
ま
事
業
進
発
大
会

豊
岡
北
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

出
石
支
店
改
装
オ
ー
プ
ン

年
金
友
の
会
大
会

精
米
施
設
竣
工
式

但
馬
地
区
つ
ち
か
お
り
米
生
産
出
荷
10
周
年
大
会

ピ
ー
マ
ン
自
動
選
別
包
装
施
設
竣
工
式

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
導
入

子
会
社「
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
葬
祭
」設
立

有
限
会
社「
グ
リ
ー
ン
た
じ
ま
」設
立（
平
成
18
年
度
清
算
）

「
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
」受
入

た
じ
ま
J
A
女
性
会
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
開
講

第
1
回
水
稲
現
地
指
導
会

子
会
社「
㈱
ジ
ェ
イ
・
ア
ク
ロ
ス
」設
立

豊
岡
水
稲
育
苗
施
設
完
成

訪
問
介
護
事
業
開
始

居
宅
介
護
支
援
事
業
開
始

第
1
回
地
区
別
懇
談
会

但
東
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

豊
岡
南
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン
、
L
P
ガ
ス
バ
ル
ク
供
給
第
1
号
供
給
開
始

J
A
た
じ
ま
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

合
併
予
備
契
約
調
印
式

㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
葬
祭
和
田
山
営
業
所
開
設

子
会
社「
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
サ
ポ
ー
ト
」設
立

た
じ
ま
・
兵
庫
み
か
た
・
養
父
郡
・
朝
来
郡
農
協
が
合
併
し
て
、

新「
た
じ
ま
農
協
」が
発
足

た
じ
ま
J
A
女
性
会
設
立
総
会

温
泉
町
産
直
部
会
設
立
委
員
会

J
A
た
じ
ま
つ
ち
か
お
り
米
協
議
会
設
立
総
会

J
A
た
じ
ま
和
牛
部
会
設
立
役
員
会

B
S
E
対
策
会
議

さ
づ
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

朝
来
郡
岩
津
ね
ぎ
部
会
設
立
総
会

神
鍋
冬
山
生
活
セ
ン
タ
ー
開
設

J
A
た
じ
ま
ピ
ー
マ
ン
協
議
会
設
立
総
会
並
び
に
生
産
者
大
会

豊
岡
市
東
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
豊
岡
市
東
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
受
託
開
始

日
高
農
産
物
直
売
所
オ
ー
プ
ン

た
じ
ま
和
牛
女
性
会
設
立

第
1
回
た
じ
ま
農
業
協
同
組
合
東
部
和
牛
共
進
会

第
1
回
J
A
た
じ
ま
但
馬
産
牛
神
戸
ビ
ー
フ
枝
肉
共
励
会

第
1
回
臨
時
総
代
会

日
高
西
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

J
A
た
じ
ま
特
別
栽
培
農
産
物
認
定
制
度「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
贈
り
物
」を
創
設

村
岡
種
子
セ
ン
タ
ー
増
改
築
工
事
完
成
稼
働
式

J
A
た
じ
ま
農
業
資
材
セ
ン
タ
ー
豊
岡
店
新
築
オ
ー
プ
ン

第
１
回
全
国
和
牛
系
統
研
究
会

出
石
農
産
物
直
売
所
オ
ー
プ
ン

台
風
23
号
に
よ
る
農
林
業
被
害
対
策
に
係
わ
る
説
明
会

出
石
温
泉
館「
乙
女
の
湯
」農
産
物
直
売
所
オ
ー
プ
ン

広
報
誌「
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
」全
紙
面
フ
ル
カ
ラ
ー
化

J
A
た
じ
ま
農
産
物
直
売
所
八
鹿
店
オ
ー
プ
ン

合
併
5
周
年
記
念「
但
馬
の
野
菜
づ
く
り
」発
刊

香
住
梨
自
動
選
果
施
設
完
成

大
屋
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

A
コ
ー
プ
和
田
山
店
内
に
農
協
の
八
百
屋
さ
ん
オ
ー
プ
ン

第
1
回
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

山
東
支
店
改
築
オ
ー
プ
ン

フ
ク
ノ
ハ
ナ
1
0
0
%
新
酒「
こ
う
の
と
り
の
贈
り
物
」発
表
会

コ
ー
プ
デ
イ
ズ
豊
岡
内
に
農
協
の
八
百
屋
さ
ん
オ
ー
プ
ン

山
東
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
新
築
オ
ー
プ
ン

J
A
た
じ
ま
米
振
興
会
設
立
総
会

農
業
資
材
セ
ン
タ
ー
八
鹿
店
新
築
オ
ー
プ
ン

水
稲
育
苗
セ
ン
タ
ー
稼
働
開
始

地
域
団
体
商
標「
但
馬
牛
」を
登
録

関
宮
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

湯
村
家
畜
市
場
を
但
馬
家
畜
市
場
へ
統
合
。
1
5
0
年
以
上
の
歴
史
に
幕

お
お
や
高
原
有
機
野
菜
部
会
が
環
境
保
全
型
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
で「
大
賞（
農
林
水
産
大
臣
賞
）」を
受
賞

4
月

6
月

7
月

12
月

2
月

5
月

11
月

3
月

2
月

6
月

7
月

10
月

11
月

5
月

6
月

7
月

3
月

4
月

5
月

8
月

10
月

11
月

12
月

1
月

4
月

5
月

6
月

9
月

11
月

12
月

1
月

4
月

5
月

6
月

10
月

11
月

3
月

6
月

8
月

2
月

3
月

6
月

11
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

11
月

3
月

5
月

7
月

8
月

3
月

4
月

9
月

12
月

3
月
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平
成
7
年
度

平
成
8
年
度

平
成
9
年
度

平
成
10
年
度

平
成
11
年
度

平
成
12
年
度

平
成
13
年
度

平
成
14
年
度

平
成
15
年
度

平
成
16
年
度

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

食
管
法
廃
止
と
新
食
糧
法
施
行

J
A
改
革
関
連
2
法
成
立

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
O
1
5
7
大
発
生

ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ペ
ル
ー
日
本
大
使
館
占
領
事
件

農
水
省「
新
た
な
米
政
策
大
綱
」発
表

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
完
成

消
費
税
5
%
ス
タ
ー
ト

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

農
政
改
革
大
綱
決
定

明
石
海
峡
大
橋
開
通

金
融
制
度
改
革（
日
本
版
ビ
ッ
ク
バ
ン
）

ス
タ
ー
ト

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統一通
貨
、
ユ
ー
ロ
誕
生

米
関
税
化
、
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
公
布

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
施
行

し
ま
な
み
海
道
開
通

地
域
振
興
券
交
付

W
T
O
農
業
交
渉
開
始

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

鳥
取
県
西
部
地
震

三
宅
島
噴
火

広
島
県
芸
予
地
震

国
内
初
の
B
S
E
発
生

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
発
生

愛
子
さ
ま
ご
誕
生

W
T
O
農
業
交
渉
で
モ
ダ
リ
テ
ィ
交
渉

米
政
策
改
革
大
綱
の
決
定

ペ
イ
オ
フ
制
度
解
禁

日
韓
共
催
の
W
杯
サ
ッ
カ
ー
開
幕

イ
ラ
ク
戦
争
勃
発

食
品
安
全
基
本
法
公
布
、
米
国
産

牛
肉
輸
入
禁
止

S
A
R
S（
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
）

流
行

国
内
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生

改
正
食
糧
法
施
行

米
政
策
改
革
ス
タ
ー
ト

W
T
O一般
理
事
会
で
枠
組
み
合
意

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

新
潟
県
中
越
地
震

新
1
万
円
、
5
千
円
、千
円
札
発
行

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震

愛
知
・
中
部
国
際
空
港
開
港

福
岡
県
西
方
沖
地
震
発
生

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
を

改
定
、
食
育
基
本
法
公
布

ペ
イ
オ
フ
全
面
解
禁

個
人
情
報
保
護
法
全
面
施
行

道
路
4
公
団
民
営
化

ト
リ
ノ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
で
日
本
人
初
の
金
メ
ダ
ル
）

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
施
行

担
い
手
経
営
安
定
新
法
成
立

日
銀
が
ゼ
ロ
金
利
解
除

水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策

ス
タ
ー
ト

食
品
表
示
偽
装
相
次
ぐ

米
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
で

世
界
同
時
株
安

民
営
郵
政
公
社
が
発
足

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

JAたじまのあゆみ

豊岡南支店新築オープン（平成12年）

第1回JAたじま囲碁大会（平成7年）

第1回通常総代会（平成8年）

豊岡水稲育苗施設完成（平成11年）

朝来郡岩津ねぎ（平成13年）

JAたじま農業資材センター豊岡店オープン（平成15年）

第1回水稲現地指導会（平成11年）

出石農産物直売所オープン（平成16年）

子牛せり市（湯村）（平成19年）

世
界
の
動
き

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
の
動
き



2000
2005

1995

香住梨自動選果機稼動（平成17年）

3 JA TAJIMA 20th Anniversary 2JA TAJIMA 20th Anniversary

平
成
7
年
度

平
成
8
年
度

平
成
9
年
度

平
成
10
年
度

平
成
11
年
度

平
成
12
年
度

平
成
13
年
度

平
成
14
年
度

平
成
15
年
度

平
成
16
年
度

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

豊
岡
市
・
香
住
町
・
但
馬
日
高
・
出
石
郡
農
協
が
合
併
し
て
、
た
じ
ま
農
協
が
発
足

た
じ
ま
J
A
女
性
会
設
立
総
会

J
A
た
じ
ま
旅
行
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

第
1
回
J
A
た
じ
ま
ゴ
ル
フ
大
会

第
1
期
農
協
総
代
5
0
0
名
選
出

第
1
回
J
A
た
じ
ま
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

J
A
た
じ
ま
第
1
回
臨
時
総
会

J
A
た
じ
ま
第
1
回
有
線
放
送
の
ど
自
慢
大
会

第
1
回
J
A
た
じ
ま
囲
碁
大
会

第
1
回
通
常
総
代
会

J
A
た
じ
ま
事
業
進
発
大
会

豊
岡
北
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

出
石
支
店
改
装
オ
ー
プ
ン

年
金
友
の
会
大
会

精
米
施
設
竣
工
式

但
馬
地
区
つ
ち
か
お
り
米
生
産
出
荷
10
周
年
大
会

ピ
ー
マ
ン
自
動
選
別
包
装
施
設
竣
工
式

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
導
入

子
会
社「
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
葬
祭
」設
立

有
限
会
社「
グ
リ
ー
ン
た
じ
ま
」設
立（
平
成
18
年
度
清
算
）

「
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
」受
入

た
じ
ま
J
A
女
性
会
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
開
講

第
1
回
水
稲
現
地
指
導
会

子
会
社「
㈱
ジ
ェ
イ
・
ア
ク
ロ
ス
」設
立

豊
岡
水
稲
育
苗
施
設
完
成

訪
問
介
護
事
業
開
始

居
宅
介
護
支
援
事
業
開
始

第
1
回
地
区
別
懇
談
会

但
東
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

豊
岡
南
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン
、
L
P
ガ
ス
バ
ル
ク
供
給
第
1
号
供
給
開
始

J
A
た
じ
ま
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

合
併
予
備
契
約
調
印
式

㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
葬
祭
和
田
山
営
業
所
開
設

子
会
社「
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
サ
ポ
ー
ト
」設
立

た
じ
ま
・
兵
庫
み
か
た
・
養
父
郡
・
朝
来
郡
農
協
が
合
併
し
て
、

新「
た
じ
ま
農
協
」が
発
足

た
じ
ま
J
A
女
性
会
設
立
総
会

温
泉
町
産
直
部
会
設
立
委
員
会

J
A
た
じ
ま
つ
ち
か
お
り
米
協
議
会
設
立
総
会

J
A
た
じ
ま
和
牛
部
会
設
立
役
員
会

B
S
E
対
策
会
議

さ
づ
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

朝
来
郡
岩
津
ね
ぎ
部
会
設
立
総
会

神
鍋
冬
山
生
活
セ
ン
タ
ー
開
設

J
A
た
じ
ま
ピ
ー
マ
ン
協
議
会
設
立
総
会
並
び
に
生
産
者
大
会

豊
岡
市
東
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
豊
岡
市
東
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
受
託
開
始

日
高
農
産
物
直
売
所
オ
ー
プ
ン

た
じ
ま
和
牛
女
性
会
設
立

第
1
回
た
じ
ま
農
業
協
同
組
合
東
部
和
牛
共
進
会

第
1
回
J
A
た
じ
ま
但
馬
産
牛
神
戸
ビ
ー
フ
枝
肉
共
励
会

第
1
回
臨
時
総
代
会

日
高
西
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

J
A
た
じ
ま
特
別
栽
培
農
産
物
認
定
制
度「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
贈
り
物
」を
創
設

村
岡
種
子
セ
ン
タ
ー
増
改
築
工
事
完
成
稼
働
式

J
A
た
じ
ま
農
業
資
材
セ
ン
タ
ー
豊
岡
店
新
築
オ
ー
プ
ン

第
１
回
全
国
和
牛
系
統
研
究
会

出
石
農
産
物
直
売
所
オ
ー
プ
ン

台
風
23
号
に
よ
る
農
林
業
被
害
対
策
に
係
わ
る
説
明
会

出
石
温
泉
館「
乙
女
の
湯
」農
産
物
直
売
所
オ
ー
プ
ン

広
報
誌「
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
」全
紙
面
フ
ル
カ
ラ
ー
化

J
A
た
じ
ま
農
産
物
直
売
所
八
鹿
店
オ
ー
プ
ン

合
併
5
周
年
記
念「
但
馬
の
野
菜
づ
く
り
」発
刊

香
住
梨
自
動
選
果
施
設
完
成

大
屋
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

A
コ
ー
プ
和
田
山
店
内
に
農
協
の
八
百
屋
さ
ん
オ
ー
プ
ン

第
1
回
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

山
東
支
店
改
築
オ
ー
プ
ン

フ
ク
ノ
ハ
ナ
1
0
0
%
新
酒「
こ
う
の
と
り
の
贈
り
物
」発
表
会

コ
ー
プ
デ
イ
ズ
豊
岡
内
に
農
協
の
八
百
屋
さ
ん
オ
ー
プ
ン

山
東
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
新
築
オ
ー
プ
ン

J
A
た
じ
ま
米
振
興
会
設
立
総
会

農
業
資
材
セ
ン
タ
ー
八
鹿
店
新
築
オ
ー
プ
ン

水
稲
育
苗
セ
ン
タ
ー
稼
働
開
始

地
域
団
体
商
標「
但
馬
牛
」を
登
録

関
宮
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

湯
村
家
畜
市
場
を
但
馬
家
畜
市
場
へ
統
合
。
1
5
0
年
以
上
の
歴
史
に
幕

お
お
や
高
原
有
機
野
菜
部
会
が
環
境
保
全
型
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
で「
大
賞（
農
林
水
産
大
臣
賞
）」を
受
賞

4
月

6
月

7
月

12
月

2
月

5
月

11
月

3
月

2
月

6
月

7
月

10
月

11
月

5
月

6
月

7
月

3
月

4
月

5
月

8
月

10
月

11
月

12
月

1
月

4
月

5
月

6
月

9
月

11
月

12
月

1
月

4
月

5
月

6
月

10
月

11
月

3
月

6
月

8
月

2
月

3
月

6
月

11
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

11
月

3
月

5
月

7
月

8
月

3
月

4
月

9
月

12
月

3
月

●●●●●●●●●
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平
成
7
年
度

平
成
8
年
度

平
成
9
年
度

平
成
10
年
度

平
成
11
年
度

平
成
12
年
度

平
成
13
年
度

平
成
14
年
度

平
成
15
年
度

平
成
16
年
度

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

食
管
法
廃
止
と
新
食
糧
法
施
行

J
A
改
革
関
連
2
法
成
立

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
O
1
5
7
大
発
生

ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ペ
ル
ー
日
本
大
使
館
占
領
事
件

農
水
省「
新
た
な
米
政
策
大
綱
」発
表

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
完
成

消
費
税
5
%
ス
タ
ー
ト

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

農
政
改
革
大
綱
決
定

明
石
海
峡
大
橋
開
通

金
融
制
度
改
革（
日
本
版
ビ
ッ
ク
バ
ン
）

ス
タ
ー
ト

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統一通
貨
、
ユ
ー
ロ
誕
生

米
関
税
化
、
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
公
布

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
施
行

し
ま
な
み
海
道
開
通

地
域
振
興
券
交
付

W
T
O
農
業
交
渉
開
始

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

鳥
取
県
西
部
地
震

三
宅
島
噴
火

広
島
県
芸
予
地
震

国
内
初
の
B
S
E
発
生

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
発
生

愛
子
さ
ま
ご
誕
生

W
T
O
農
業
交
渉
で
モ
ダ
リ
テ
ィ
交
渉

米
政
策
改
革
大
綱
の
決
定

ペ
イ
オ
フ
制
度
解
禁

日
韓
共
催
の
W
杯
サ
ッ
カ
ー
開
幕

イ
ラ
ク
戦
争
勃
発

食
品
安
全
基
本
法
公
布
、
米
国
産

牛
肉
輸
入
禁
止

S
A
R
S（
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
）

流
行

国
内
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生

改
正
食
糧
法
施
行

米
政
策
改
革
ス
タ
ー
ト

W
T
O一般
理
事
会
で
枠
組
み
合
意

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

新
潟
県
中
越
地
震

新
1
万
円
、
5
千
円
、千
円
札
発
行

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震

愛
知
・
中
部
国
際
空
港
開
港

福
岡
県
西
方
沖
地
震
発
生

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
を

改
定
、
食
育
基
本
法
公
布

ペ
イ
オ
フ
全
面
解
禁

個
人
情
報
保
護
法
全
面
施
行

道
路
4
公
団
民
営
化

ト
リ
ノ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
で
日
本
人
初
の
金
メ
ダ
ル
）

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
施
行

担
い
手
経
営
安
定
新
法
成
立

日
銀
が
ゼ
ロ
金
利
解
除

水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策

ス
タ
ー
ト

食
品
表
示
偽
装
相
次
ぐ

米
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
で

世
界
同
時
株
安

民
営
郵
政
公
社
が
発
足

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

JAたじまのあゆみ

豊岡南支店新築オープン（平成12年）

第1回JAたじま囲碁大会（平成7年）

第1回通常総代会（平成8年）

豊岡水稲育苗施設完成（平成11年）

朝来郡岩津ねぎ（平成13年）

JAたじま農業資材センター豊岡店オープン（平成15年）

第1回水稲現地指導会（平成11年）

出石農産物直売所オープン（平成16年）

子牛せり市（湯村）（平成19年）

世
界
の
動
き

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
の
動
き



2010

2015
2020

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

F
A
O
世
界
食
糧
サ
ミ
ッ
ト（
ロ
ー
マ
）

W
T
O
交
渉
決
裂

北
海
道
・
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
開
幕

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

米
証
券
大
手
の
リ
ー
マ
ン
・

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
経
営
破
た
ん

米
大
統
領
に
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
氏
が

就
任

農
地
法
改
正

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行

政
権
交
代（
自
民
党
か
ら
民
主
党
へ
）

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル

事
業
ス
タ
ー
ト

宮
崎
県
で
家
畜
伝
染
口
蹄
疫

感
染
症
拡
大

東
日
本
大
震
災（
3
・
11
）

九
州
新
幹
線
全
線
開
通

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
本
格
化

テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
竣
工

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

米
大
統
領
選 

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
氏

が
再
選

中
国
共
産
党
総
書
記
に

習
近
平
氏
が
就
任

政
権
交
代（
民
主
党
か
ら
自
民
党
へ
）

安
倍
首
相
が
T
P
P（
環
太
平
洋

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）へ
の

参
加
を
表
明

規
制
改
革
会
議
本
会
議
及
び
農
業

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
の
開
催

富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

2
0
2
0
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

東
京
開
催
が
決
定

特
定
秘
密
保
護
法
が
成
立

ソ
チ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

農
協
・
農
業
委
員
会
・
農
業
生
産

法
人
の
改
革
推
進

消
費
税
率
が
8
%
に
引
き
上
げ

北
陸
新
幹
線
開
業

選
挙
権
年
齢
を「
18
歳
以
上
」に
引
き

下
げ
る
改
正
公
職
選
挙
法
が
成
立

東
日
本
豪
雨
に
よ
り
鬼
怒
川
が
氾
濫

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
開
始
さ
れ
る

北
海
道
新
幹
線
開
業

農
協
法
改
正

熊
本
地
震
が
発
生

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
が

米
大
統
領
に
就
任

九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
被
害
が

広
が
る

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

T
P
P
11（
環
太
平
洋
経
済
連
携

協
定
）発
効

米
の
生
産
調
整
見
直
し

西
日
本
豪
雨
が
発
生
す
る

築
地
市
場
か
ら
豊
洲
市
場
へ
移
転

日
米
貿
易
協
定
の
最
終
合
意

天
皇
陛
下
ご
即
位
　
令
和
に
改
元

消
費
税
が
10
%
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

首
里
城
が
火
災
に
よ
り
焼
失

中
国
・
湖
北
省
武
漢
市
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
緊
急
事
態
宣
言
発
令

藤
井
聡
太
七
段
が
最
年
少
で
二
冠

菅
義
偉
内
閣
発
足

ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
氏
が
米
大
統
領
に

就
任

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
葬
祭「
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
ゆ
う
な
ぎ
」新
築
オ
ー
プ
ン

温
泉
R
C
能
力
増
強
工
事
完
成

美
方
郡
種
子
乾
燥
施
設
完
成

生
野
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

村
岡
米
が
、
米
・
食
味
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
で
3
年
連
続「
金
賞
」を
受
賞

竹
野
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

J
A
た
じ
ま
浜
坂
朝
市
婦
人
会
が
近
畿
地
産
地
消
優
良
活
動
表
彰
で

「
近
畿
農
政
局
長
賞
」を
受
賞

あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
開
校

八
鹿
R
C
能
力
増
強
工
事
完
成

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
生
産
部
会
が「
生
物
多
様
性
日
本
ア
ワ
ー
ド 

優
秀
賞
」を
受
賞

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
推
進
協
議
会
設
立
総
会

ふ
る
さ
と
但
馬
米
振
興
会
設
立
総
会

み
か
た
棚
田
米
生
産
部
会
設
立
総
会

八
条
店
新
築
オ
ー
プ
ン

朝
倉
さ
ん
し
ょ
部
会
設
立
総
会

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の
取
り
組
み
が「
第
12
回
グ
リ
ー
ン
購
入
大
賞

環
境
大
臣
賞
」を
受
賞

岩
津
ね
ぎ
産
地
協
議
会
設
立
総
会

温
泉
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
た
じ
ま
ん
ま
」新
築
オ
ー
プ
ン

J
A
グ
ル
ー
プ
兵
庫
の
東
日
本
大
震
災
災
害
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の一員

と
し
て
、
職
員
4
名
を
被
災
地
へ
派
遣

美
方
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

「
第
25
回
J
A
広
報
大
賞
広
報
活
動
優
良
J
A
選
定
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
部

優
秀
賞
」を
受
賞

た
じ
ま
ん
ま
創
業
祭

広
谷
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の
取
り
組
み
が「
第
42
回
日
本
農
業
賞 

第
9
回

食
の
架
け
橋
賞 

大
賞
」を
受
賞

「
兵
庫
県
但
馬
朝
倉
さ
ん
し
ょ
食
の
匠
推
進
協
議
会
」設
立

肉
の
店 

温
泉
本
店
新
築
オ
ー
プ
ン

た
じ
ま
ん
ま
来
店
50
万
人
突
破
記
念
セ
ー
ル

七
釜
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
新
築
オ
ー
プ
ン

豊
岡
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
新
築
オ
ー
プ
ン

こ
う
の
と
り
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
起
工
式

朝
来
黒
大
豆
乾
燥
施
設
竣
工
式

㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
葬
祭「
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
ゆ
う
な
ぎ
日
高
」新
築
オ
ー
プ
ン

や
さ
し
い
有
機
農
業
教
室
開
講
式

ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
日
本
館
兵
庫
県
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
出
展

㈱
ジ
ェ
イ
・
ア
ク
ロ
ス「
出
石
自
動
車
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」新
築
オ
ー
プ
ン

こ
う
の
と
り
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
成

出
石
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
新
築
オ
ー
プ
ン

た
じ
ま
ん
ま
来
店
1
0
0
万
人
突
破
フ
ェ
ア

出
石
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の
取
り
組
み
が「
平
成
27
年
度
但
馬
産
業
大
賞

（
自
然
と
共
生
す
る
環
境
創
造
事
業
部
門
）」を
受
賞

新
本
店
の
改
修
工
事
が
完
了
。
豊
岡
市
九
日
市
へ
本
店
機
能
を
移
転
・
集
約

営
農
振
興
大
会
開
催

国
際
総
合
食
品
見
本
市「
ガ
ル
フ
ー
ド
2
0
1
7
」コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
出
展

（
ド
バ
イ
）

全
中
通
常
総
代
会「
平
成
28
年
度
優
良
農
業
協
同
組
合
」表
彰
受
賞

養
父
水
稲
種
子
セ
ン
タ
ー
能
力
増
強
工
事
完
成

㈱
ジ
ェ
イ
・
ア
ク
ロ
ス「
八
鹿
セ
ル
フ
給
油
所
」新
築
オ
ー
プ
ン

つ
ち
か
お
り
米
30
周
年
記
念
式
典

大
相
撲
但
馬
場
所
後
援

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
使
用
泡
盛「
幸
鸛
舞
」発
売
開
始

酒
米「
フ
ク
ノ
ハ
ナ
」契
約
栽
培
30
周
年
記
念
式
典

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ア
ワ
ー
ド
2
0
1
7
受
賞

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
G
L
O
B
A
L 

G・
A・P・
グ
ル
ー
プ
認
証
を
取
得

「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
出
展（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）

和
田
山
支
店
・
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
・
介
護
セ
ン
タ
ー
・
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
新
築
オ
ー
プ
ン

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人
小
学
校
に
て
食
農
・
食
育
教
育
講
演
で

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」を
紹
介

つ
ち
か
お
り
米
協
議
会
・
出
石
フ
ク
ノ
ハ
ナ
生
産
部
会
が「
但
馬
産
業
大
賞
」を
受
賞

J
A
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
た
じ
ま
ん
ま
和
田
山
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
生
産
部
会
が「
第
20
回
米
・
食
味
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

特
別
優
秀
賞
」を
受
賞

「
兵
庫
美
方
地
域
の
但
馬
牛
シ
ス
テ
ム
」日
本
農
業
遺
産
認
定

村
岡（
米
）生
産
組
合
が「
近
畿
地
域
未
来
に
つ
な
が
る
持
続
可
能
な
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル

（
有
機
農
業
・
環
境
保
全
型
農
業
部
門
）近
畿
農
政
局
長
賞
」を
受
賞

た
じ
ま
ん
ま
来
店
2
0
0
万
人
突
破

多
収
穫
米
初
出
荷
式

ふ
る
さ
と
但
馬
米
生
産
10
周
年
出
荷
式

「
近
畿
地
域
未
来
に
つ
な
が
る
持
続
可
能
な
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル

G
‐
G
A
P
部
門 

近
畿
農
政
局
長
賞
」を
受
賞

朝
倉
さ
ん
し
ょ
地
域
団
体
商
標
取
得

た
じ
ま
ん
ま
ル
ー
ト
便
運
行
開
始

日
高
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
新
築
オ
ー
プ
ン

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の
取
り
組
み
が「
未
来
に
つ
な
が
る
持
続
可
能
な
農
業
推
進

コ
ン
ク
ー
ル（
有
機
農
業
・
環
境
保
全
型
農
業
部
門
）農
林
水
産
大
臣
賞
」を
受
賞

4
月

8
月

11
月

12
月

3
月

4
月

8
月

10
月

11
月

2
月

3
月

11
月

2
月

6
月

11
月

2
月

6
月

1
月

2
月

12
月

2
月

4
月

7
月

11
月

4
月

7
月

12
月

2
月

3
月

11
月

2
月

3
月

4
月

5
月

10
月

11
月

1
月

3
月

7
月

9
月

10
月

11
月

2
月

3
月

6
月

8
月

10
月

3
月

4
月

6
月

1
月

2
月

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

世
界
の
動
き

JAたじまのあゆみ

ふるさと但馬米振興会設立総会
（平成21年）

豊岡ショートステイ開業（平成26年）

肉の店 温泉本店新築オープン
（平成25年）

ファーマーズマーケット「たじまんま」新築オープン
（平成23年）

あぐりキッズスクール開校（平成21年）

村岡米が、米・食味鑑定コンクールで
3年連続「金賞」を受賞（平成20年）

JAファーマーズ・たじまんま和田山グランド
オープン（平成30年）

コウノトリ育むお米の取り組みが「未来につながる
持続可能な農業推進コンクール」で農林水産大臣
賞を受賞（令和2年）

コウノトリ育むお米GLOBAL G.A.P.
グループ認証を取得（平成29年）

営農振興大会開催（平成28年）
「第12回グリーン購
入大賞 環境大臣賞」
受賞（平成22年）

こうのとりカントリーエレベーター完成（平成27年）

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
の
動
き

第20回米・食味鑑
定コンクールにてコ
ウノトリ育むお米が
「特別優秀賞」を受
賞（平成30年）



2010

2015
2020

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

F
A
O
世
界
食
糧
サ
ミ
ッ
ト（
ロ
ー
マ
）

W
T
O
交
渉
決
裂

北
海
道
・
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
開
幕

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

米
証
券
大
手
の
リ
ー
マ
ン
・

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
経
営
破
た
ん

米
大
統
領
に
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
氏
が

就
任

農
地
法
改
正

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行

政
権
交
代（
自
民
党
か
ら
民
主
党
へ
）

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル

事
業
ス
タ
ー
ト

宮
崎
県
で
家
畜
伝
染
口
蹄
疫

感
染
症
拡
大

東
日
本
大
震
災（
3
・
11
）

九
州
新
幹
線
全
線
開
通

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
本
格
化

テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
竣
工

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

米
大
統
領
選 

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
氏

が
再
選

中
国
共
産
党
総
書
記
に

習
近
平
氏
が
就
任

政
権
交
代（
民
主
党
か
ら
自
民
党
へ
）

安
倍
首
相
が
T
P
P（
環
太
平
洋

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）へ
の

参
加
を
表
明

規
制
改
革
会
議
本
会
議
及
び
農
業

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
の
開
催

富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

2
0
2
0
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

東
京
開
催
が
決
定

特
定
秘
密
保
護
法
が
成
立

ソ
チ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

農
協
・
農
業
委
員
会
・
農
業
生
産

法
人
の
改
革
推
進

消
費
税
率
が
8
%
に
引
き
上
げ

北
陸
新
幹
線
開
業

選
挙
権
年
齢
を「
18
歳
以
上
」に
引
き

下
げ
る
改
正
公
職
選
挙
法
が
成
立

東
日
本
豪
雨
に
よ
り
鬼
怒
川
が
氾
濫

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
開
始
さ
れ
る

北
海
道
新
幹
線
開
業

農
協
法
改
正

熊
本
地
震
が
発
生

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
が

米
大
統
領
に
就
任

九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
被
害
が

広
が
る

平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

T
P
P
11（
環
太
平
洋
経
済
連
携

協
定
）発
効

米
の
生
産
調
整
見
直
し

西
日
本
豪
雨
が
発
生
す
る

築
地
市
場
か
ら
豊
洲
市
場
へ
移
転

日
米
貿
易
協
定
の
最
終
合
意

天
皇
陛
下
ご
即
位
　
令
和
に
改
元

消
費
税
が
10
%
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

首
里
城
が
火
災
に
よ
り
焼
失

中
国
・
湖
北
省
武
漢
市
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
緊
急
事
態
宣
言
発
令

藤
井
聡
太
七
段
が
最
年
少
で
二
冠

菅
義
偉
内
閣
発
足

ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
氏
が
米
大
統
領
に

就
任

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
葬
祭「
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
ゆ
う
な
ぎ
」新
築
オ
ー
プ
ン

温
泉
R
C
能
力
増
強
工
事
完
成

美
方
郡
種
子
乾
燥
施
設
完
成

生
野
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

村
岡
米
が
、
米
・
食
味
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
で
3
年
連
続「
金
賞
」を
受
賞

竹
野
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

J
A
た
じ
ま
浜
坂
朝
市
婦
人
会
が
近
畿
地
産
地
消
優
良
活
動
表
彰
で

「
近
畿
農
政
局
長
賞
」を
受
賞

あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
開
校

八
鹿
R
C
能
力
増
強
工
事
完
成

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
生
産
部
会
が「
生
物
多
様
性
日
本
ア
ワ
ー
ド 

優
秀
賞
」を
受
賞

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
推
進
協
議
会
設
立
総
会

ふ
る
さ
と
但
馬
米
振
興
会
設
立
総
会

み
か
た
棚
田
米
生
産
部
会
設
立
総
会

八
条
店
新
築
オ
ー
プ
ン

朝
倉
さ
ん
し
ょ
部
会
設
立
総
会

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の
取
り
組
み
が「
第
12
回
グ
リ
ー
ン
購
入
大
賞

環
境
大
臣
賞
」を
受
賞

岩
津
ね
ぎ
産
地
協
議
会
設
立
総
会

温
泉
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
た
じ
ま
ん
ま
」新
築
オ
ー
プ
ン

J
A
グ
ル
ー
プ
兵
庫
の
東
日
本
大
震
災
災
害
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の一員

と
し
て
、
職
員
4
名
を
被
災
地
へ
派
遣

美
方
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

「
第
25
回
J
A
広
報
大
賞
広
報
活
動
優
良
J
A
選
定
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
部

優
秀
賞
」を
受
賞

た
じ
ま
ん
ま
創
業
祭

広
谷
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の
取
り
組
み
が「
第
42
回
日
本
農
業
賞 

第
9
回

食
の
架
け
橋
賞 

大
賞
」を
受
賞

「
兵
庫
県
但
馬
朝
倉
さ
ん
し
ょ
食
の
匠
推
進
協
議
会
」設
立

肉
の
店 

温
泉
本
店
新
築
オ
ー
プ
ン

た
じ
ま
ん
ま
来
店
50
万
人
突
破
記
念
セ
ー
ル

七
釜
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
新
築
オ
ー
プ
ン

豊
岡
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
新
築
オ
ー
プ
ン

こ
う
の
と
り
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
起
工
式

朝
来
黒
大
豆
乾
燥
施
設
竣
工
式

㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
葬
祭「
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
ゆ
う
な
ぎ
日
高
」新
築
オ
ー
プ
ン

や
さ
し
い
有
機
農
業
教
室
開
講
式

ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
日
本
館
兵
庫
県
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
出
展

㈱
ジ
ェ
イ
・
ア
ク
ロ
ス「
出
石
自
動
車
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」新
築
オ
ー
プ
ン

こ
う
の
と
り
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
成

出
石
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
新
築
オ
ー
プ
ン

た
じ
ま
ん
ま
来
店
1
0
0
万
人
突
破
フ
ェ
ア

出
石
支
店
新
築
オ
ー
プ
ン

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の
取
り
組
み
が「
平
成
27
年
度
但
馬
産
業
大
賞

（
自
然
と
共
生
す
る
環
境
創
造
事
業
部
門
）」を
受
賞

新
本
店
の
改
修
工
事
が
完
了
。
豊
岡
市
九
日
市
へ
本
店
機
能
を
移
転
・
集
約

営
農
振
興
大
会
開
催

国
際
総
合
食
品
見
本
市「
ガ
ル
フ
ー
ド
2
0
1
7
」コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
出
展

（
ド
バ
イ
）

全
中
通
常
総
代
会「
平
成
28
年
度
優
良
農
業
協
同
組
合
」表
彰
受
賞

養
父
水
稲
種
子
セ
ン
タ
ー
能
力
増
強
工
事
完
成

㈱
ジ
ェ
イ
・
ア
ク
ロ
ス「
八
鹿
セ
ル
フ
給
油
所
」新
築
オ
ー
プ
ン

つ
ち
か
お
り
米
30
周
年
記
念
式
典

大
相
撲
但
馬
場
所
後
援

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
使
用
泡
盛「
幸
鸛
舞
」発
売
開
始

酒
米「
フ
ク
ノ
ハ
ナ
」契
約
栽
培
30
周
年
記
念
式
典

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ア
ワ
ー
ド
2
0
1
7
受
賞

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
G
L
O
B
A
L 

G・
A・P・
グ
ル
ー
プ
認
証
を
取
得

「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
出
展（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）

和
田
山
支
店
・
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
・
介
護
セ
ン
タ
ー
・
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
新
築
オ
ー
プ
ン

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人
小
学
校
に
て
食
農
・
食
育
教
育
講
演
で

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」を
紹
介

つ
ち
か
お
り
米
協
議
会
・
出
石
フ
ク
ノ
ハ
ナ
生
産
部
会
が「
但
馬
産
業
大
賞
」を
受
賞

J
A
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
た
じ
ま
ん
ま
和
田
山
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
生
産
部
会
が「
第
20
回
米
・
食
味
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

特
別
優
秀
賞
」を
受
賞

「
兵
庫
美
方
地
域
の
但
馬
牛
シ
ス
テ
ム
」日
本
農
業
遺
産
認
定

村
岡（
米
）生
産
組
合
が「
近
畿
地
域
未
来
に
つ
な
が
る
持
続
可
能
な
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル

（
有
機
農
業
・
環
境
保
全
型
農
業
部
門
）近
畿
農
政
局
長
賞
」を
受
賞

た
じ
ま
ん
ま
来
店
2
0
0
万
人
突
破

多
収
穫
米
初
出
荷
式

ふ
る
さ
と
但
馬
米
生
産
10
周
年
出
荷
式

「
近
畿
地
域
未
来
に
つ
な
が
る
持
続
可
能
な
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル

G
‐
G
A
P
部
門 

近
畿
農
政
局
長
賞
」を
受
賞

朝
倉
さ
ん
し
ょ
地
域
団
体
商
標
取
得

た
じ
ま
ん
ま
ル
ー
ト
便
運
行
開
始

日
高
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
新
築
オ
ー
プ
ン

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の
取
り
組
み
が「
未
来
に
つ
な
が
る
持
続
可
能
な
農
業
推
進

コ
ン
ク
ー
ル（
有
機
農
業
・
環
境
保
全
型
農
業
部
門
）農
林
水
産
大
臣
賞
」を
受
賞

4
月

8
月

11
月

12
月

3
月

4
月

8
月

10
月

11
月

2
月

3
月

11
月

2
月

6
月

11
月

2
月

6
月

1
月

2
月

12
月

2
月

4
月

7
月

11
月

4
月

7
月

12
月

2
月

3
月

11
月

2
月

3
月

4
月

5
月

10
月

11
月

1
月

3
月

7
月

9
月

10
月

11
月

2
月

3
月

6
月

8
月

10
月

3
月

4
月

6
月

1
月

2
月

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

世
界
の
動
き

JAたじまのあゆみ

ふるさと但馬米振興会設立総会
（平成21年）

豊岡ショートステイ開業（平成26年）

肉の店 温泉本店新築オープン
（平成25年）

ファーマーズマーケット「たじまんま」新築オープン
（平成23年）

あぐりキッズスクール開校（平成21年）

村岡米が、米・食味鑑定コンクールで
3年連続「金賞」を受賞（平成20年）

JAファーマーズ・たじまんま和田山グランド
オープン（平成30年）

コウノトリ育むお米の取り組みが「未来につながる
持続可能な農業推進コンクール」で農林水産大臣
賞を受賞（令和2年）

コウノトリ育むお米GLOBAL G.A.P.
グループ認証を取得（平成29年）

営農振興大会開催（平成28年）
「第12回グリーン購
入大賞 環境大臣賞」
受賞（平成22年）

こうのとりカントリーエレベーター完成（平成27年）

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
の
動
き

第20回米・食味鑑
定コンクールにてコ
ウノトリ育むお米が
「特別優秀賞」を受
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春

田
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　勝
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太
一
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内
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也

井
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治

加
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富
美
恵
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平
井
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博

平
田

　敏
通

衣
川

　清
喜

田
口

　孝
江

谷
口

　
　勤

水
田

　喜
彦

井
上 

多
喜
男

後
垣

　晶
一

小
谷

　正
美

田
野
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一

八
木 

喜
代
惠

休

　
　睦
男

秋
山

　雅
裕

池
田 

喜
代
子

寺
尾

　
　稔
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島
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男

小
牧

　昌
子
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磨
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藤
本
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夫
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田
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米
田
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男
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垣
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司

川
元
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利
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岡
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本
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雄
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時
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平
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通
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五
郎
右
衞
門

神
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松
治
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澤
田

　利
夫

田
口

　孝
江

谷
口

　
　勤

水
田

　喜
彦

河
越

　敦
子

川
元

　勝
利

楠
田

　
　茂

田
門

　信
二

中
村

　能
章

福
本

　浩
三

休

　
　睦
男

池
田 

喜
代
子

勝
地

　貞
一

長
島

　達
男

藤
岡 

美
智
夫

寺
尾

　
　稔

吉
村

　英
之

小
島

　英
雄

佐
藤

　
　登

須
磨

　
　巖

藤
田

　五
郎

藤
本

　隆
夫

藤
本 

登
志
子

尾
﨑

　市
朗

近
本

　恭
氾

寺
口

　良
一

高
岡

　
　正

松
野

　克
義

井
上

　
　修

歴代役員

第3期 会長理事

尾形　弘之
第３～5期 代表理事組合長

田口　義修
第6～8期 代表理事組合長

金子　洋一
第８～9期 代表理事組合長

尾﨑　市朗
第10期 代表理事組合長

太田垣　哲男

［任期］
平
成
13
年
6
月
26
日
〜
就
任
後
1
年
以
内
の

最
終
決
算
期
に
関
す
る
通
常
総
代
会
の
終
了
時

［任期］

平
成
14
年
6
月
22
日
〜

平
成
17
年
の
通
常
総
代
会
終
了
時

［任期］

平
成
17
年
6
月
25
日
〜

平
成
20
年
の
通
常
総
代
会
終
了
時

［任期］

平
成
26
年
6
月
21
日
〜

平
成
29
年
の
通
常
総
代
会
終
了
時

［任期］

平
成
29
年
6
月
24
日
〜

令
和
2
年
の
通
常
総
代
会
終
了
時

［任期］

令
和
2
年
6
月
20
日
〜

令
和
5
年
の
通
常
総
代
会
終
了
時

［任期］

平
成
20
年
6
月
21
日
〜

平
成
23
年
の
通
常
総
代
会
終
了
時

［任期］

田
口

　義
修

金
子

　洋
一

藤
岡 

美
智
夫

休

　
　睦
男

中
野

　成
晃

林

　
　宜
克

石
田

　廣
和

原
田

　益
男

大
字

　健
一

宮
城 

五
郎
右
衞
門

田
中

　幸
一

奥
田

　和
夫

長

　
　昌
男

田
門

　信
二

水
田

　喜
彦

植
村

　政
明

植
田

　安
雄

池
口

　重
雄

田
野

　眞
𠮷

　

田
中

　
　董

谷
田

　一
成

濱

　
　壽
雄

吉
村

　英
之

正
垣

　善
信

和
田

　悦
男

小
島

　英
雄

小
谷

　竹
男

福
富

　道
康

篠
木

　
　勁

神
吉

　靖
次

柴
垣

　仁
司

近
本

　恭
氾

吉
田

　道
夫

内
田

　皓
一

松
野

　克
義

井
上

　
　修

※平成13年4月1日の広域合併後、初回となる同年6月26日総代会で承認された役員以降の歴代役員を掲載しております。
※役員任期は平成7年4月1日の旧ＪＡたじま発足時を第1期としております。
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歴代役員

第3期 会長理事

尾形　弘之
第３～5期 代表理事組合長

田口　義修
第6～8期 代表理事組合長

金子　洋一
第８～9期 代表理事組合長

尾﨑　市朗
第10期 代表理事組合長

太田垣　哲男

［任期］
平
成
13
年
6
月
26
日
〜
就
任
後
1
年
以
内
の

最
終
決
算
期
に
関
す
る
通
常
総
代
会
の
終
了
時

［任期］

平
成
14
年
6
月
22
日
〜

平
成
17
年
の
通
常
総
代
会
終
了
時

［任期］

平
成
17
年
6
月
25
日
〜

平
成
20
年
の
通
常
総
代
会
終
了
時

［任期］

平
成
26
年
6
月
21
日
〜

平
成
29
年
の
通
常
総
代
会
終
了
時

［任期］

平
成
29
年
6
月
24
日
〜

令
和
2
年
の
通
常
総
代
会
終
了
時

［任期］

令
和
2
年
6
月
20
日
〜

令
和
5
年
の
通
常
総
代
会
終
了
時

［任期］

平
成
20
年
6
月
21
日
〜

平
成
23
年
の
通
常
総
代
会
終
了
時

［任期］

田
口

　義
修

金
子

　洋
一

藤
岡 

美
智
夫

休

　
　睦
男

中
野

　成
晃

林

　
　宜
克

石
田

　廣
和

原
田

　益
男

大
字

　健
一

宮
城 

五
郎
右
衞
門

田
中

　幸
一

奥
田

　和
夫

長

　
　昌
男

田
門

　信
二

水
田

　喜
彦

植
村

　政
明

植
田

　安
雄

池
口

　重
雄

田
野

　眞
𠮷

　

田
中

　
　董

谷
田

　一
成

濱

　
　壽
雄

吉
村

　英
之

正
垣

　善
信

和
田

　悦
男

小
島

　英
雄

小
谷

　竹
男

福
富

　道
康

篠
木

　
　勁

神
吉

　靖
次

柴
垣

　仁
司

近
本

　恭
氾

吉
田

　道
夫

内
田

　皓
一

松
野

　克
義

井
上

　
　修

※平成13年4月1日の広域合併後、初回となる同年6月26日総代会で承認された役員以降の歴代役員を掲載しております。
※役員任期は平成7年4月1日の旧ＪＡたじま発足時を第1期としております。
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20年間の主な受賞歴

平成13年度

第83回兵庫県畜産共進会　種牛の部　団体優勝
（以降、第84、85、87～ 91、93、96 ～ 102回で団体優勝）

平成18年度

第88回兵庫県畜産共進会　肉牛の部　団体優勝
（以降、第96 ～ 98、100 ～ 102回で団体優勝）

平成21年度

第1回生物多様性日本アワード　優秀賞

平成22年度

第12回グリーン購入大賞　環境大臣賞

平成24年度

第42回日本農業賞　第9回食の架け橋賞　大賞

平成29年度

クールジャパンアワード2017　受賞

令和元年度

近畿地域未来につながる持続可能な農業推進コンクール　GLOBAL.G.A.P.部門
近畿農政局長賞

令和2年度

未来につながる持続可能な農業推進コンクール　有機農業・環境保全型農業部門
農林水産大臣賞

AWARDS

組合状況の推移

［億円］

［億円］

貯金

［億円］

［億円］

［億円］

［人］

正組合員

［億円］

事業総利益

貸出金 長期共済保有高

購買品供給高

販売品販売高

組合員数

80.4
69.0 69.3 65.4 64.1 61.7

56.8

21,083
19,044

17,343
15,364

14,124
12,662

10,487

28,385 27,686 26,914 27,529 26,849 25,351 21,434

16,424 16,611 17,115 20,272 22,994 23,980 26,126

44,809 44,297 44,029

47,801
49,843 49,331

47,560

62.3
58.1 55.8 55.6

61.2
66.5 67.7

71.3

52.7 50.6

40.2 37.7
29.9 26.8

504.5
576.9

646.8 638.7 604.9
535.8 516.5

3,037 3,169 3,234 3,297 3,421 3,493 3,672

准組合員
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コウノトリ育むお米
日本では昭和46年に絶滅した野生のコウノトリ。その最後の生息地となった但馬地域では、絶滅要因を真摯に受け止め、
コウノトリが大空を舞う風景を取り戻すための環境整備が進められ、平成17年に5羽のコウノトリが放鳥されました。

こうした取り組みのなかで確立した「コウノトリ育む農法」で作られているのが「コウノトリ育むお米」です。
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コウノトリをふたたび大空に―。“最後の生息地”ならではの思い

　
豊
岡
市
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
保
護
活
動
が  

始
ま
っ
た
の
は
昭
和
30
年
の
こ
と
。

じ
ん
こ
う

人
工

 

す 

と
う

巣
塔
の
設
置
や
環
境
保
全
な
ど
が
試
み
ら

れ
ま
し
た
が
、
努
力
は
な
か
な
か
実
を
結

ば
ず
、
昭
和
40
年
に
人
工
飼
育
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。「
い
つ
か
必
ず
、
大
空
に
帰

し
て
あ
げ
る
か
ら
」―
野
生
の
コ
ウ
ノ
ト
リ

を
檻
に
入
れ
る
と
き
、
豊
岡
の
人
々
は
心

に
誓
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
後
、
野
生

の
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
絶
滅
し
ま
し
た
が
、
平

成
17
年
に
人
工
飼
育
さ
れ
た
５
羽
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
が
豊
岡
の
空
に
解
き
放
た
れ
、
野

生
復
帰
へ
の
第
一
歩
が
記
さ
れ
ま
し
た
。

　
放
鳥
さ
れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
野
生
復
帰

し
、
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
絶
滅
を

招
い
た
要
因
を
改
善
し
、
田
ん
ぼ
を
餌
場

と
し
て
機
能
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
慣
行
栽
培
の
農
法
を
見
直
し
、

農
薬
や
化
学
肥
料
を
削
減
し
た
米
づ
く
り

が
ス
タ
ー
ト
。
お
い
し
い
お
米
と
多
様
な

生
き
物
を
育
み
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る

豊
か
な
文
化
・
地
域
・
環
境
の
実
現
を
目

指
す
農
法
と
し
て「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農

法
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」で
は
、
生
き

物
が
生
息
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め

に
、
冬
の
田
ん
ぼ
に
も
水
を
張
る「
冬
み
ず

田
ん
ぼ（
冬
季
湛
水
）」を
は
じ
め
と
す
る
水

管
理
、
化
学
肥
料
の
不
使
用
、
無
農
薬
ま

た
は
減
農
薬（
魚
毒
性
の
低
い
も
の
に
限

る
）で
の
栽
培
を
実
践
。
現
地
で
の
試
験
や

調
査
を
繰
り
返
し
、
現
場
で
の
解
決
が
困

難
な
課
題
に
つ
い
て
は
試
験
研
究
機
関
と

も
連
携
し
て
解
決
を
図
り
、
体
系
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
今
も
発
展
途
上
の
農
法
で

す
が
、
生
産
者
、
県
や
市
、Ｊ
Ａ
に
よ
る
三

位
一
体
の
普
及
体
制
に
よ
り
、
但
馬
地
域

の
米
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
確
立
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、
現
在
、
但
馬
の
水
稲

作
付
面
積
の
約
10
％
し
か
な
い「
コ
ウ
ノ
ト

リ
育
む
農
法
」の
面
積
の
拡
大
で
す
。
安
全
・

安
心
で
お
い
し
い
米
づ
く
り
を
実
践
す
る

仲
間
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

産
地
交
流
会
な
ど
を
通
じ
て
、「
コ
ウ
ノ
ト

リ
育
む
農
法
」の
理
念
や
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
が
未
来
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
い
う
持
続
的
な
価
値
を
伝

え
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」を
そ

の
価
値
と
と
も
に
少
し
で
も
多
く
の
消
費

者
に
届
け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、Ｊ
Ａ
に

よ
る
直
接
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
内
で
は
東
は
関
東
、
南
は
沖
縄
県
で
販

売
し
て
お
り
、
海
外
で
は
8
か
国
に
定
期

輸
出
を
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
イ
ン

人工巣塔で営巣するコウノトリのカップル

コ
ウ
ノ
ト
リ
の

野
生
復
帰
を
目
指
し
て

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」

確
立
へ
の
道
の
り

作
付
面
積
の
拡
大
と

販
路
・
販
売
の
拡
大
が
課
題

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
さ
ら
な
る
販
路
・

販
売
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　「
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
暮
ら
す
」―
こ
れ

が
但
馬
の
原
風
景
。
こ
の
風
景
を
未
来
永

劫
保
つ
こ
と
が
人
々
の
安
全
・
安
心
な
食

と
暮
ら
し
に
つ
な

が
る
と
い
う
自
負

の
も
と
、
こ
れ
か

ら
も「
コ
ウ
ノ
ト

リ
育
む
お
米
」の

取
り
組
み
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

消
費
者
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

安
心
・
安
全
を
追
求
す
る
米
づ
く
り

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
は
、
諸
先
輩
と

行
政
、
た
じ
ま
農
協
が
三
位
一
体
と
な
り
、

消
費
者
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
安
心
・
安
全
を

追
求
し
て
き
た
農
法
で
す
。

　
野
生
で
は
一
度
滅
ん
で
し
ま
っ
た
コ
ウ

ノ
ト
リ
を
再
び
大
空
へ
放
鳥
す
る
と
い
う

物
語
を
紡
い
で
き
た
農
法
を
通
じ
、
仲
間

と
耕
作
面
積
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。
令

和
３
年
度
か
ら
は「
ビ
オ
ト
ー
プ
米
プ
ラ

ス
」の
作
付
け
も
ス
タ
ー
ト
。
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
お
米
づ
く
り
を
目
指
す

と
と
も
に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
住
め
る
圃
場

の
拡
大
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
生
産
部
会
長

村
田 

憲
夫
さ
ん

店頭に並ぶ「コウノトリ育むお米」



コウノトリ育むお米
日本では昭和46年に絶滅した野生のコウノトリ。その最後の生息地となった但馬地域では、絶滅要因を真摯に受け止め、
コウノトリが大空を舞う風景を取り戻すための環境整備が進められ、平成17年に5羽のコウノトリが放鳥されました。

こうした取り組みのなかで確立した「コウノトリ育む農法」で作られているのが「コウノトリ育むお米」です。
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コウノトリをふたたび大空に―。“最後の生息地”ならではの思い

　
豊
岡
市
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
保
護
活
動
が  

始
ま
っ
た
の
は
昭
和
30
年
の
こ
と
。

じ
ん
こ
う

人
工

 

す 

と
う

巣
塔
の
設
置
や
環
境
保
全
な
ど
が
試
み
ら

れ
ま
し
た
が
、
努
力
は
な
か
な
か
実
を
結

ば
ず
、
昭
和
40
年
に
人
工
飼
育
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。「
い
つ
か
必
ず
、
大
空
に
帰

し
て
あ
げ
る
か
ら
」―
野
生
の
コ
ウ
ノ
ト
リ

を
檻
に
入
れ
る
と
き
、
豊
岡
の
人
々
は
心

に
誓
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
後
、
野
生

の
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
絶
滅
し
ま
し
た
が
、
平

成
17
年
に
人
工
飼
育
さ
れ
た
５
羽
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
が
豊
岡
の
空
に
解
き
放
た
れ
、
野

生
復
帰
へ
の
第
一
歩
が
記
さ
れ
ま
し
た
。

　
放
鳥
さ
れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
野
生
復
帰

し
、
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
絶
滅
を

招
い
た
要
因
を
改
善
し
、
田
ん
ぼ
を
餌
場

と
し
て
機
能
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
慣
行
栽
培
の
農
法
を
見
直
し
、

農
薬
や
化
学
肥
料
を
削
減
し
た
米
づ
く
り

が
ス
タ
ー
ト
。
お
い
し
い
お
米
と
多
様
な

生
き
物
を
育
み
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る

豊
か
な
文
化
・
地
域
・
環
境
の
実
現
を
目

指
す
農
法
と
し
て「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農

法
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」で
は
、
生
き

物
が
生
息
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め

に
、
冬
の
田
ん
ぼ
に
も
水
を
張
る「
冬
み
ず

田
ん
ぼ（
冬
季
湛
水
）」を
は
じ
め
と
す
る
水

管
理
、
化
学
肥
料
の
不
使
用
、
無
農
薬
ま

た
は
減
農
薬（
魚
毒
性
の
低
い
も
の
に
限

る
）で
の
栽
培
を
実
践
。
現
地
で
の
試
験
や

調
査
を
繰
り
返
し
、
現
場
で
の
解
決
が
困

難
な
課
題
に
つ
い
て
は
試
験
研
究
機
関
と

も
連
携
し
て
解
決
を
図
り
、
体
系
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
今
も
発
展
途
上
の
農
法
で

す
が
、
生
産
者
、
県
や
市
、Ｊ
Ａ
に
よ
る
三

位
一
体
の
普
及
体
制
に
よ
り
、
但
馬
地
域

の
米
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
確
立
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、
現
在
、
但
馬
の
水
稲

作
付
面
積
の
約
10
％
し
か
な
い「
コ
ウ
ノ
ト

リ
育
む
農
法
」の
面
積
の
拡
大
で
す
。
安
全
・

安
心
で
お
い
し
い
米
づ
く
り
を
実
践
す
る

仲
間
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

産
地
交
流
会
な
ど
を
通
じ
て
、「
コ
ウ
ノ
ト

リ
育
む
農
法
」の
理
念
や
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
が
未
来
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
い
う
持
続
的
な
価
値
を
伝

え
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」を
そ

の
価
値
と
と
も
に
少
し
で
も
多
く
の
消
費

者
に
届
け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、Ｊ
Ａ
に

よ
る
直
接
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
内
で
は
東
は
関
東
、
南
は
沖
縄
県
で
販

売
し
て
お
り
、
海
外
で
は
8
か
国
に
定
期

輸
出
を
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
イ
ン

人工巣塔で営巣するコウノトリのカップル

コ
ウ
ノ
ト
リ
の

野
生
復
帰
を
目
指
し
て

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」

確
立
へ
の
道
の
り

作
付
面
積
の
拡
大
と

販
路
・
販
売
の
拡
大
が
課
題

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
さ
ら
な
る
販
路
・

販
売
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　「
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
暮
ら
す
」―
こ
れ

が
但
馬
の
原
風
景
。
こ
の
風
景
を
未
来
永

劫
保
つ
こ
と
が
人
々
の
安
全
・
安
心
な
食

と
暮
ら
し
に
つ
な

が
る
と
い
う
自
負

の
も
と
、
こ
れ
か

ら
も「
コ
ウ
ノ
ト

リ
育
む
お
米
」の

取
り
組
み
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

消
費
者
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

安
心
・
安
全
を
追
求
す
る
米
づ
く
り

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
は
、
諸
先
輩
と

行
政
、
た
じ
ま
農
協
が
三
位
一
体
と
な
り
、

消
費
者
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
安
心
・
安
全
を

追
求
し
て
き
た
農
法
で
す
。

　
野
生
で
は
一
度
滅
ん
で
し
ま
っ
た
コ
ウ

ノ
ト
リ
を
再
び
大
空
へ
放
鳥
す
る
と
い
う

物
語
を
紡
い
で
き
た
農
法
を
通
じ
、
仲
間

と
耕
作
面
積
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。
令

和
３
年
度
か
ら
は「
ビ
オ
ト
ー
プ
米
プ
ラ

ス
」の
作
付
け
も
ス
タ
ー
ト
。
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
お
米
づ
く
り
を
目
指
す

と
と
も
に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
住
め
る
圃
場

の
拡
大
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
生
産
部
会
長

村
田 

憲
夫
さ
ん

店頭に並ぶ「コウノトリ育むお米」



　
但
馬
全
域
で
作
付
け
さ
れ
て
い
る
特
別

栽
培
コ
シ
ヒ
カ
リ
。
米
の
仕
入
れ
販
売
を

行
う
企
業
と
契
約
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、

生
産
者
と
流
通
関
係
者
が
一
体
と
な
っ

て
、
米
と
一
緒
に「
育
っ
た
環
境
」や「
込
め

ら
れ
た
思
い
」も
食
卓
に
伝
え
て
い
ま
す
。

朝
来
市
に
産
地
交
流
田
を
設
置
し
、 

消
費
者

と
と
も
に
、
田
植
え
や
稲
刈
り
、
生
き
物

調
査
な
ど
の
交
流
を
通
じ
て
五
感
で
体
験

で
き
る
米
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
さ
ら
に
面
積
拡
大
を
進
め
、
契

約
栽
培
米
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

　
昭
和
63
年
に
灘
神
戸
生
協（
現
・
コ
ー
プ

こ
う
べ
）か
ら
オ
ー
ル
有
機
質
肥
料
で
の
米

づ
く
り
の
提
案
を
受
け
、
旧
日
高
町
、
旧

但
東
町
、
旧
村
岡
町
の
3
町
で
栽
培
が
ス

タ
ー
ト
。
現
在
は
、
化
学
合
成
肥
料
成
分

を
99
％
削
減
し
、
農
薬
も
慣
行
栽
培
基
準

の
５
割
減
と
い
う
厳
し
い
栽
培
基
準
の
も

と
、「
コ
ー
プ
ス
フ
ー
ド
プ
ラ
ン
つ
ち
か
お

り
米
」と
し
て
コ
ー
プ
こ
う
べ
組
合
員
に
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
取
り
組
み
当
初
か
ら
、
コ
ー
プ
こ
う
べ

組
合
員
と
の
田
植
え
や
稲
刈
り
の
交
流
、

職
員
研
修
会
を
実
施
し
て
お
り
、
30
年
以

上
続
く
、
但
馬
で
最
も
歴
史
の
あ
る
契
約

栽
培
米
で
す
。

　
県
内
有
数
の
米
ど
こ
ろ
・
但
馬
の
な
か

で
も
特
に
米
が
お
い
し
い
と
い
わ
れ
る
、

美
方
郡
香
美
町
の
村
岡
区
、
小
代
区
、
新

温
泉
町
温
泉
地
区
に
広
が
る
棚
田
で
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
。
品
種
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
、

昼
夜
の
温
度
差
が
大
き
い
気
候
と
雪
解
け

水
に
育
ま
れ
た
、
抜
群
の
甘
み
と
旨
み
が

特
長
。
ふ
っ
く
ら
、
つ
や
つ
や
と
し
た
炊

き
上
が
り
で
、
冷
め
て
も
お
い
し
さ
が
変

わ
ら
な
い
と
好
評
で
す
。

　
中
山
間
地
域
の
た
め
、
耕
作
放
棄
地
の

増
加
や
獣
害
対
策
と
い
っ
た
課
題
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
地
域
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

米
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
、
老
朽
化
し
た
豊
岡
・

日
高
・
出
石
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
集
約
し
て「
こ
う
の
と

り
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」を

設
置
し
、
稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
が
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
米

を
区
分
処
理
で
き
る
ほ
か
、
火
力

を
使
わ
な
い「
常
温
除
湿
乾
燥
方

式
」を
採
用
し
、
米
の
品
質
向
上
と

環
境
へ
の
配
慮
を
実
現
し
て
い
ま

す
。
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馬
の
米
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コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
心
に
、
安
全
で
高
品
質
な
米
の
生
産
に
取
り
組
む
但
馬
地
域
は
、

兵
庫
県
産
米
の
優
良
産
地
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
ピ
ー
マ
ン
は
中
山
間
地
に
最
適
の
特
産

品
で
す
。「
た
じ
ま
ピ
ー
マ
ン
」を
軸
に
、＋
α

の
品
目
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
平
地
の
少
な

い
地
域
で
も
農
業
経
営
が
可
能
で
す
。
今

後
は
担
い
手
経
営
者
の
育
成
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
ピ
ー
マ
ン
栽
培
を「
産
業
」に

ま
で
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
京
阪
神
市
場
の
需
要
に
応
え

る
べ
く
、
既
存
生
産
者
の
栽
培
規
模
拡
大
、

新
規
栽
培
者
の
募
集
、
１
本
当
た
り
の
収

量
増
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ピ
ー
マ
ン
協
議
会
会
長

霜
倉 

和
典
さ
ん

　
朝
倉
さ
ん
し
ょ
の
栽
培
は
年
々
拡
大

し
、
今
で
は
但
馬
全
域
で
栽
培
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
和
食
や
洋
食
、
ス
イ
ー

ツ
ま
で
利
用
の
幅
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。

地
域
団
体
商
標
の
取
得
を
弾
み
に
、
よ
り

一
層
、
栽
培
技
術
や
品
質
、
販
路
の
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

朝
倉
さ
ん
し
ょ
部
会
顧
問

福
井 

悦
雄
さ
ん

　
水
田
の
転
作
利
用
を
目
的
に
、
昼
夜
の

寒
暖
差
を
活
か
し
て
但
馬
各
地
で
始
ま
っ

た
ピ
ー
マ
ン
の
栽
培
。
自
動
選
別
包
装
施

設
の
導
入
や
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
の
広
域
合
併
を

契
機
に
、
但
馬
全
域
を
一
体
化
し
て
産
地

と
す
る
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
、「
た
じ

ま
ピ
ー
マ
ン
」と
し
て「
ひ
ょ
う
ご
推
奨
ブ

ラ
ン
ド
」「
地
域
団
体
商
標
」を
取
得
す
る
な

ど
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
栽
培
に
有
機
質
肥
料

を
使
用
し
、
化
学
合
成

肥
料
の
低
減
に
努
め
る

一
方
で
、
夏
季
の
高
温

に
よ
る
収
量
・
品
質
低

下
、
病
害
虫
被
害
が
課

題
。
日
射
制
御
型
拍
動

潅
水
装
置
の
導
入
、
病

害
虫
防
除
の
時
期
別
作

業
の
周
知
、栽
培
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
活
用
な
ど
に
よ

り
、
収
量
の
安
定
・
品

質
の
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
粒
が
大
き
く
、
香
り
高
い
山
椒
と
し
て

知
ら
れ
る
ア
サ
ク
ラ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
。
そ
の

名
は
、
発
祥
の
地
で
あ
る
養
父
市
八
鹿
町

朝
倉
の
地
名
に
由
来
し
ま
す
。
４
０
０
年

以
上
も
昔
か
ら
こ
の
地
で
育
て
ら
れ
、
江

戸
幕
府
へ
の
献
上
品
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

る
、
伝
統
の
特
産
品
で
す
。

　
そ
の
伝
統
を
守
り
、
販
売
拡
大
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
、
但
馬
産
の
も
の
を「
朝
倉

さ
ん
し
ょ
」と
し
て
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
。
徹

底
し
た
品
質
管
理
、
気
候
に
応
じ
た
栽
培

技
術
の
確
立
な
ど
に
取
り
組
み
、
令
和
２

年
4
月
、
地
域
団
体
商
標
の
登
録
に
至
り

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
生
産
部
会
設
立
以
降
続
け
て

い
る
新
植
の
本
数
を
増
や
し
て
増
産
を
図

る
と
と
も
に
、
増
産
量
に
見
合
う
販
路
を

確
保
す
べ
く
、「
朝
倉
さ
ん
し
ょ
」の
最
大

の
特
長
で
あ
る
爽
や
か
な
香
り
を
武
器

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
へ
の
提
案
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

重
点
振
興
品
目

近
畿
地
方
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生
産
量
を
誇
る「
た
じ
ま
ピ
ー
マ
ン
」。
江
戸
時
代
か
ら
こ
の
地
域
に
つ
た
わ
る「
朝
倉
さ
ん
し
ょ
」。

こ
の
２
つ
の
特
産
品
を「
重
点
振
興
品
目
」と
し
て
、
行
政
と
一
体
と
な
り
、
但
馬
一
円
で
の
生
産
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昼夜の寒暖差が大きい但馬で育つピーマンは甘みが強い

肉厚で歯ごたえ抜群。ピーマン
特有の苦味も少ない

全国棚田百選にも選ばれた
美しい風景

た
じ
ま
ピ
ー
マ
ン

ふ
る
さ
と
但
馬
米

朝
倉
さ
ん
し
ょ

つ
ち
か
お
り
米

み
か
た
棚
田
米

こ
う
の
と
り

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
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さ
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受
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岡
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５
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。
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植
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史
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。
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岡
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が
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ら
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。
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が
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。
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。
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岡
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と
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Ａ
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な
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除
湿
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方

式
」を
採
用
し
、
米
の
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向
上
と

環
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へ
の
配
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を
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ま

す
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霜や雪にさらされ、甘さと柔らかさ
が増していく

　
10
周
年
を
迎
え
、
年
々
出
荷
者
も
売
り

上
げ
も
増
え
て
い
ま
す
。
新
し
い
栽
培
技

術
を
生
産
者
に
情
報
提
供
し
、
出
荷
農
産

物
の
質
を
一
層
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
最
近
で
は
、
子
ど
も
食
堂
に
農
作
物
を

無
償
提
供
す
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

地
域
に
貢
献
で
き
る
直
売
所
と
し
て
発
展

し
て
い
き
た
い
で
す
。

た
じ
ま
ん
ま
出
荷
部
会
　
会
長

谷
口 

修
さ
ん

地
域
振
興
品
目

　
江
戸
時
代
、
生
野
銀
山
の
採
掘
従
事
者

の
冬
の
栄
養
源
と
し
て
栽
培
が
始
ま
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
岩
津
ね
ぎ
」と
し
て

出
荷
で
き
る
の
は
、
朝
来
市
で
作
ら
れ
、

厳
し
い
基
準
を
満
た
し
た
も
の
だ
け
。「
白

根
も
葉
も
柔
ら
か
く
て
甘
い
」の
が
特
長

で
、
白
根
部
分
を
作
る
た
め
の
土
寄
せ
作

業
や
病
害
虫
の
防
除
、
雪
除
け
対
策
な
ど
、

丁
寧
に
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
離
農
者
が
増
え
る
一
方
で
、
農
業
研
修

制
度
な
ど
を
利
用
し
た
新
規
就
農
者
も
増

え
て
お
り
、
行
政
と
連
携
し
た
産
地
の
維

持
・
拡
大
が
急
務
。
販
売
も
強
化
し
、
生

産
者
の
所
得
向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

中
山
間
地
域
に
小
規
模
な
圃
場
が
分
布
し
て
い
る
但
馬
で
は
、
多
様
な
栽
培
条
件
を
活
か
し
た
特
産
品
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。

「
地
域
振
興
品
目
」と
し
て
生
産
の
維
持
・
拡
大
に
努
め
て
い
る
特
産
品
を
紹
介
し
ま
す
。

粒が大きく、色鮮やかで煮くずれし
にくいと好評

　
但
馬
産
の
大
納
言
小
豆
の
な
か
で
も
美

方
郡
で
生
産
さ
れ
る「
美
方
大
納
言
小
豆
」

は
色
鮮
や
か
で
煮
崩
れ
し
に
く
い
た
め
、

和
菓
子
に
適
し
て
い
る
と
高
い
評
価
を
得

て
お
り
、
そ
の
希
少
性
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
生
産
者
の
高
齢
化
な
ど
で
美
方
大
納
言

小
豆
の
出
荷
量
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
が
、
兵
庫
県
産
大
納
言
小
豆
の
需
要
の

高
ま
り
を
受
け
、
豊
岡
市
を
中
心
と
す
る

大
規
模
水
稲
農
家
に
小
豆
栽
培
を
推
奨
。

汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
・
ビ
ー
ン
ス
レ
ッ
シ
ャ
ー

な
ど
を
利
用
し
て
収
穫
を
行
う
こ
と
に
よ

り
栽
培
の
省
力
化
を
実
現
し
、
栽
培
面
積

の
拡
大
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

JAS法による有機認証を取得し
た、安全・安心の有機野菜

　「
お
お
や
高
原
」に
は「
野
菜
団
地
」が
あ

り
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
小
松
菜
と
い
っ
た

軟
弱
野
菜
の
有
機
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

有
機
栽
培
は
天
候
や
病
害
虫
の
発
生
と

い
っ
た
外
的
要
因
の
影
響
を
大
き
く
受
け

ま
す
。加
え
て
、「
お
お
や
高
原
」で
は「
コ
ー

プ
こ
う
べ
」と
の
契
約
販
売
を
行
っ
て
い
る

た
め
、
出
荷
数
量
を
確
保
す
べ
く
、
部
会

員
が
協
力
し
て
栽
培
・
出
荷
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
有
機
栽
培
の
た
め
の
新
た

な
生
産
資
材
の
試
験
・
検
証
、
新
規
就
農

者
の
獲
得
、
産
地
の
維
持
・
拡
大
、
有
機

栽
培
と
い
う
付
加
価
値
を
活
用
し
た
販
売

の
実
現
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
た
じ
ま
ん
ま

平
成
23
年
６
月
17
日
、
但
馬
全
域
の
生
産
者
か
ら
農
畜
産
物
を
集
め
て
直
売
す
る
、

フ
ァ
ー
ム
・
ト
ゥ
・
テ
ー
ブ
ル
の
販
売
所
と
し
て
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
た
じ
ま
ん
ま
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

令和2年6月、豊岡と和田山を
結ぶルート便が運行開始。各営
農センターを巡回して集荷するこ
とで、店舗から離れた地域の生
産者からの出荷が容易に。

平成23年のオープン以来、順調
に売り上げを伸ばし、平成26年
には初年度売上の2倍超となる4
億4000万円を達成。令和元年
6月、来店客が200万人を突破。

平成30年10月にオープン。スー
パーマーケットのAコープとJAの
直売所を同一店舗で共同運営す
ることで、より充実した品ぞろえ
が実現。

かつて活火山だった土壌を活か
して神鍋高原で生産

ルート便スタート 来店客200万人突破 たじまんま和田山オープン

た
じ
ま
ん
ま
の
歴
史

お
お
や
高
原
野
菜

大
納
言
小
豆

岩
津
ね
ぎ

　
但
馬
地
域
は
、
広
大
な
面
積
と
高
低
差

の
あ
る
立
地
を
活
か
し
て
特
長
あ
る
農
産

物
が
作
ら
れ
て
お
り
、
世
界
に
誇
る
但
馬

牛
の
産
地
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
農

畜
産
物
を
一
カ
所
に
集
め
、
地
元
の
消
費

者
に
提
供
し
た
い
と
い
う
、Ｊ
Ａ
た
じ
ま
と

組
合
員
農
家
の
願
い
が
叶
い
、
豊
岡
市
八

社
宮
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
、
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
た
じ
ま
ん
ま
」で
す
。

　
当
時
は
豊
岡
市
内
に
も
他
の
直
売
所
が

オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、
出
荷
者
を
募
る
こ

と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
た

じ
ま
ん
ま
ス
タ
ッ
フ
や
営
農
生
活
セ
ン

タ
ー
職
員
の
声
か
け
と
生
産
者
の
協
力
に

よ
り
、
今
で
は
出
荷
者
数
が
6
4
0
名
を

超
え
、
充
実
し
た
品
ぞ
ろ
え
と
な
り
ま
し

た
。
初
年
度
年
間
12
万
人
だ
っ
た
来
店
客

は
、
令
和
2
年
度
で
31
万
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
来
店
客
数
は
い
ず
れ
も
の
べ
）

　
出
荷
農
家
は
、
自
慢
の
農
産
物
に
自
ら

値
付
け
し
て
店
頭
に
並
べ
る
こ
と
が
で

き
、「
手
取
り
が
上
が
る
」こ
と
が
一
番
の

魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
量
で

も
出
荷
で
き
る
こ
と
か
ら
、
自
給
的
農
家

の「
い
き
が
い
」と
し
て
農
業
の
継
続
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
来
店
者
に
と
っ
て
は
、
新
鮮
で

安
全
・
安
心
な
農
産
物
、
生
産
者
の
顔
が

見
え
る
農
産
物
を
買
え
る
こ
と
が
何
よ
り

の
メ
リ
ッ
ト
。
た
じ
ま
ん
ま
で
は
、Ｊ
Ａ
間

の
直
売
所
連
携
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

但
馬
で
は
作
ら
れ
て
い
な
い
農
産
物
を
仕

入
れ
る
な
ど
し
て
、
品
揃
え
の
一
層
の
充

実
を
図
っ
て
お
り
、
来
店
客
の
満
足
度
も

上
が
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
よ
り
多

く
の
方
に
但
馬
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え

る
店
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

但馬地域で育った野菜や果物、米のほか但馬牛や花、加工品も販売

但
馬
全
域
の
農
畜
産
物
を

新
鮮
な
ま
ま
消
費
者
に
届
け
た
い

出
荷
農
家
に
も
来
店
客
に
も

満
足
し
て
も
ら
え
る
店
づ
く
り

そ
の
他
の
主
な
特
産
品

神鍋高原キャベツ
美方郡を中心に二十世紀梨を生
産。近年では早生品種「なしお
とめ」が登場

梨
主におせち料理用として朝来市
を中心に生産

丹波黒大豆
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も
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が
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で
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分
を
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る
た
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の
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せ
作

業
や
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害
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の
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除
、
雪
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対
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な
ど
、

丁
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に
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ま
す
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が
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で
、
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を
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し
た
新
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就
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者
も
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、
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政
と
連
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し
た
産
地
の
維

持
・
拡
大
が
急
務
。
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売
も
強
化
し
、
生

産
者
の
所
得
向
上
に
も
力
を
入
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て
い
き

ま
す
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中
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間
地
域
に
小
規
模
な
圃
場
が
分
布
し
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る
但
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で
は
、
多
様
な
栽
培
条
件
を
活
か
し
た
特
産
品
づ
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が
進
ん
で
い
ま
す
。

「
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目
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の
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持
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に
努
め
て
い
る
特
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を
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し
ま
す
。

粒が大きく、色鮮やかで煮くずれし
にくいと好評

　
但
馬
産
の
大
納
言
小
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の
な
か
で
も
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方
郡
で
生
産
さ
れ
る「
美
方
大
納
言
小
豆
」

は
色
鮮
や
か
で
煮
崩
れ
し
に
く
い
た
め
、

和
菓
子
に
適
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て
い
る
と
高
い
評
価
を
得

て
お
り
、
そ
の
希
少
性
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
生
産
者
の
高
齢
化
な
ど
で
美
方
大
納
言

小
豆
の
出
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量
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
が
、
兵
庫
県
産
大
納
言
小
豆
の
需
要
の

高
ま
り
を
受
け
、
豊
岡
市
を
中
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と
す
る

大
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模
水
稲
農
家
に
小
豆
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を
推
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。

汎
用
コ
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バ
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・
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ッ
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ー

な
ど
を
利
用
し
て
収
穫
を
行
う
こ
と
に
よ

り
栽
培
の
省
力
化
を
実
現
し
、
栽
培
面
積

の
拡
大
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

JAS法による有機認証を取得し
た、安全・安心の有機野菜

　「
お
お
や
高
原
」に
は「
野
菜
団
地
」が
あ

り
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
小
松
菜
と
い
っ
た

軟
弱
野
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の
有
機
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

有
機
栽
培
は
天
候
や
病
害
虫
の
発
生
と

い
っ
た
外
的
要
因
の
影
響
を
大
き
く
受
け

ま
す
。加
え
て
、「
お
お
や
高
原
」で
は「
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ー

プ
こ
う
べ
」と
の
契
約
販
売
を
行
っ
て
い
る

た
め
、
出
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数
量
を
確
保
す
べ
く
、
部
会

員
が
協
力
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て
栽
培
・
出
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に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
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、
有
機
栽
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の
た
め
の
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な
生
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資
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の
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験
・
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、
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得
、
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の
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持
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、
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と
い
う
付
加
価
値
を
活
用
し
た
販
売

の
実
現
に
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て
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き
ま
す
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農センターを巡回して集荷するこ
とで、店舗から離れた地域の生
産者からの出荷が容易に。

平成23年のオープン以来、順調
に売り上げを伸ばし、平成26年
には初年度売上の2倍超となる4
億4000万円を達成。令和元年
6月、来店客が200万人を突破。
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直売所を同一店舗で共同運営す
ることで、より充実した品ぞろえ
が実現。
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納
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面
積
と
高
低
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の
あ
る
立
地
を
活
か
し
て
特
長
あ
る
農
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が
作
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お
り
、
世
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に
誇
る
但
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牛
の
産
地
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
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物
を
一
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所
に
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め
、
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の
消
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に
提
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と
い
う
、Ｊ
Ａ
た
じ
ま
と

組
合
員
農
家
の
願
い
が
叶
い
、
豊
岡
市
八

社
宮
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
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は
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内
に
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他
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、
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を
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と
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ま
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た
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間
12
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だ
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た
来
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、
令
和
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で
31
万
人
と
な
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て
い

ま
す
。（
来
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客
数
は
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も
の
べ
）

　
出
荷
農
家
は
、
自
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の
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産
物
に
自
ら
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に
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で
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。
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の
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一
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、
来
店
者
に
と
っ
て
は
、
新
鮮
で

安
全
・
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、
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を
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の
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は
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、
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但馬地域で育った野菜や果物、米のほか但馬牛や花、加工品も販売

但
馬
全
域
の
農
畜
産
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を

新
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ま
ま
消
費
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け
た
い

出
荷
農
家
に
も
来
店
客
に
も

満
足
し
て
も
ら
え
る
店
づ
く
り

そ
の
他
の
主
な
特
産
品

神鍋高原キャベツ
美方郡を中心に二十世紀梨を生
産。近年では早生品種「なしお
とめ」が登場

梨
主におせち料理用として朝来市
を中心に生産

丹波黒大豆
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日
本
が
世
界
に
誇
る「
但
馬
牛
」は
、
優

れ
た
伝
統
と
血
統
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
起
源
は
古
く
、
平
安
時
代
に
編
さ
ん
さ

れ
た「
続
日
本
書
紀
」で「
耕
運
、

ば
ん
よ
う

輓
用
、
食

用
に
適
す
」と
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
古
来
よ

り
優
秀
な
血
統
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
神
戸
ビ
ー
フ
や
松
阪
牛
、
近
江
牛
な

ど
人
気
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
は
、
但
馬
牛
の
子

牛
が
各
地
で
肥
育
さ
れ
た
も
の
で
す
。
平

成
24
年
に
実
施
さ
れ
た
社
団
法
人
全
国
和

牛
登
録
協
会
の
調
べ
で
は
、
全
国
の
黒
毛

和
牛
の
99
・
９
％
が
但
馬
牛
の「
田
尻
号
」

の
子
孫
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

　
但
馬
牛
の
繁
殖
農
家
は
、
高
齢
化
な
ど

の
影
響
も
あ
り
、
こ
の
20
年
で
約
２
０
０

戸
が
減
少
し
、
令
和

3
年
２
月
の
時
点
で

約
１
４
０
戸
と
な
っ

て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
た

じ
ま
で
は
、
但
馬
牛

の
産
地
を
守
る
た

め
、
畜
産
農
家
の
経

営
支
援
と
し
て
、
低

金
利
の
資
金
融
資
、

疫
病
発
生
時
の
対
策

支
援
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
近

年
で
は
、
行
政
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
畜
産

経
営
を
後
押
し
す
る

「
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

事
業
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組

み
の
な
か
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
な
ど
に

伴
う
高
級
牛
肉
市
場
の
活
性
化
、
経
営
拡

大
に
意
欲
の
あ
る
若
手
生
産
者
や
新
規
就

農
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
急
速
に
経
営

の
大
規
模
化
が
進
行
。
管
内
の
飼
養
頭
数

は
最
も
少
な
か
っ
た
平
成
27
年
の
約
３
２

０
０
頭
か
ら
、
直
近
で
は
４
０
０
０
頭
を

超
え
る
ま
で
に
増
頭
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
に
は
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
が
兵
庫
県

内
の
関
係
機
関
を
代
表
し
て「
但
馬
牛（
た

じ
ま
う
し
）」を
地
域
団
体
商
標
に
登
録
。

平
成
27
年
に
は
、
伝
統
的
な
生
産
方
法
や

そ
の
風
土
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
高
い
品
質

を
評
価
し
、
そ
の
名
称
を
知
的
財
産
と
し

て
保
護
す
る
制
度「
地
理
的
表
示
保
護
制
度

（
Ｇ
Ｉ
）」に「
但
馬
牛（
た
じ
ま
ぎ
ゅ
う
）」

「
但
馬
ビ
ー
フ
」が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
を
後
押
し
し
て

い
る
の
が
、
1
0
0
年
以
上
続
い
て
い
る

但
馬
牛
固
有
の
血
統
管
理
。
明
治
時
代
後

期
に
牛
の
戸
籍
簿
に
当
た
る「
牛
籍
簿
」が

整
備
さ
れ
、
血
統
や
体
形
、
繁
殖
能
力
に

優
れ
た
個
体
を
選
別
し
な
が
ら
生
産
が
進

め
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。

　
こ
の
長
き
に
わ
た
っ
て
実
践
さ
れ
て
き

た
但
馬
牛
の
繁
殖
・
肥
育
文
化
を
、Ｊ
Ａ
た

じ
ま
な
ど
で
構
成
す
る「
美
方
郡
産
但
馬

牛
」世
界
・
日
本
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
が

「
日
本
農
業
遺
産
」に
推
薦
。
平
成
31
年
2

月
、「
兵
庫
美
方
地
域
の
但
馬
牛
シ
ス
テ
ム
」

と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
48
年
に
開
設
さ
れ
た「
但
馬
家
畜
市

場
」（
養
父
市
）は
、
平
成
19
年
に
湯
村
家
畜

市
場
と
統
合
し
、
但
馬
で
は
唯
一
の
家
畜

市
場
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
に
あ
る
約
１

０
０
の
市
場
の
な
か
で
、
産
地
と
し
て
の

取
り
組
み
や
肉
質
が
高
く
評
価
さ
れ
て
お

り
、
家
畜
市
場
と
し
て
毎
年
上
位
に
ラ
ン

ク
イ
ン
。
令
和
元
年
に
は
子
牛
平
均
価
格

で
日
本
一
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

水に恵まれ草木がよく育つ但馬の山間部で、但馬牛はストレスなく大切に育てられている

「
続
日
本
書
紀
」に
も
登
場

古
来
か
ら
続
く
優
秀
な
血
統

産
地
を
守
る
た
め
に

畜
産
経
営
を
支
援

「
但
馬
牛
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進

高
い
肉
質
が
好
評

日
本
一
を
誇
る
但
馬
家
畜
市
場

名牛「但馬牛」の産地としての責任と誇り

但馬牛
深い渓谷などの急峻な地形が多い但馬地域で、古くから人々とともに暮らしてきた但馬牛。

日本が世界に誇るブランド牛のルーツとして、存在感が増しています。
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信用事業共済事業

貯金をはじめ、融資や為替といった、

いわゆる銀行業務といわれているのが

JAの信用事業。JA（農業協同組合）、

県信連（信用農業協同組合連合会）、

農林中金（農林中央金庫）が緊密に結

びつき、「JAバンク」として各種金融

サービスを提供しています。

身近で便利なメインバンク

（株）ジェイエイ葬祭

「メモリアルホール　ゆうなぎ」（豊岡・

日高）では、会社葬や家族葬まで人数

や様式に応じて多様な葬儀に対応して

います。利用者から信頼いただける葬

儀社となるため、葬儀プランの提案力

や施工技術、接客能力などスタッフの

能力向上につとめています。

多様な葬儀に対応

（株）ジェイ・アクロス

管内各地でガソリンスタンドを運営す

るほか、３つの自動車センター（出石・

村岡・和田山）では自動車整備や車検

対応を取り扱っています。お客さまに

気持ちよくご利用いただくため、スタッ

フの接客力・技術力の向上につとめて

います。

快適なカーライフを実現

（株）ジェイエイサポート

有料道路料金収受事業や清掃事業に

加え、空き家や土地の有効活用をお

手伝いする資産管理事業や人材派遣

事業を実施しています。また、高齢化

に伴う相続案件の増加に対して、専門

家と連携してお悩みに対応する「相続

安心サポート」に取り組んでいます。

暮らしを幅広く支える

生命保険と損害保険の両方の分野の

機能を併せ持つ「JＡ共済」は、相互扶

助の精神に基づき、加入者の生命や

住宅、自動車などの財産を守るための

幅広い保障サービスをラインナップ。

専門知識を持つ総合渉外担当者が中

心となって普及を進めています。

「ひと・いえ・くるま」をトータルにサポート

高齢者福祉事業

3つの介護センター（豊岡・浜坂・南

但）、2つのデイサービスセンター（豊

岡東・七釜）、１つのショートステイ施

設（豊岡）において、高齢者福祉事業

を展開。介護保険事業や介護予防事

業のほか、JA独自サービスとして「高

齢者生活支援事業」も行っています。

その人らしく生きる力を応援

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る

地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
・
地
域
貢
献
の
取
り
組
み

　「
地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
」は
、
組
合
員
と
役
職
員
が
一
体

と
な
っ
て
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
活
動
で
す
。
管
内

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
地
域
の
組
合
員
自
ら
が
企

画
し
た
行
事
の
実
施
や
、
支
店
を
中
心
と
し
た「
ふ
れ
あ

い
祭
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
で
は
、
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
住
民
の
皆
さ
ん
や
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
、
子
ど
も
向
け
の
農
業
体
験
な
ど
を
企
画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

地
域
ふ
れ
あ
い
活
動

子
ど
も
た
ち
に
食
農
体
験
の
場
を
提
供

　
小
学
3
〜
6
年
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
食
農
体
験

教
室
。
但
馬
の
農
業
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
た
め
、
平
成
21

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
地
元
の
農
家
の
皆
さ
ん
に

教
わ
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
品
の
栽
培
〜
調
理
を

体
験
し
、
食
と
農
の
つ
な
が
り
を
楽
し
く
学
ぶ
教
室
で
す
。

あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル

子
ど
も
た
ち
を
育
む
取
り
組
み
に
尽
力

　
地
域
に
根
差
し
た
組
織
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た

す
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
貢
献
活
動
を
実
施
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
後
援
、
中
学
生

向
け
の
自
転
車
交
通
安
全
教
室
の
開
催
、
子
ど
も
食
堂
へ

の
食
材
提
供
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
貢
献
活
動

主な事業の紹介

子会社事業の紹介
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信用事業共済事業

貯金をはじめ、融資や為替といった、

いわゆる銀行業務といわれているのが

JAの信用事業。JA（農業協同組合）、

県信連（信用農業協同組合連合会）、

農林中金（農林中央金庫）が緊密に結

びつき、「JAバンク」として各種金融

サービスを提供しています。

身近で便利なメインバンク

（株）ジェイエイ葬祭

「メモリアルホール　ゆうなぎ」（豊岡・

日高）では、会社葬や家族葬まで人数

や様式に応じて多様な葬儀に対応して

います。利用者から信頼いただける葬

儀社となるため、葬儀プランの提案力

や施工技術、接客能力などスタッフの

能力向上につとめています。

多様な葬儀に対応

（株）ジェイ・アクロス

管内各地でガソリンスタンドを運営す

るほか、３つの自動車センター（出石・

村岡・和田山）では自動車整備や車検

対応を取り扱っています。お客さまに

気持ちよくご利用いただくため、スタッ

フの接客力・技術力の向上につとめて

います。

快適なカーライフを実現

（株）ジェイエイサポート

有料道路料金収受事業や清掃事業に

加え、空き家や土地の有効活用をお

手伝いする資産管理事業や人材派遣

事業を実施しています。また、高齢化

に伴う相続案件の増加に対して、専門

家と連携してお悩みに対応する「相続

安心サポート」に取り組んでいます。

暮らしを幅広く支える

生命保険と損害保険の両方の分野の

機能を併せ持つ「JＡ共済」は、相互扶

助の精神に基づき、加入者の生命や

住宅、自動車などの財産を守るための

幅広い保障サービスをラインナップ。

専門知識を持つ総合渉外担当者が中

心となって普及を進めています。

「ひと・いえ・くるま」をトータルにサポート

高齢者福祉事業

3つの介護センター（豊岡・浜坂・南

但）、2つのデイサービスセンター（豊

岡東・七釜）、１つのショートステイ施

設（豊岡）において、高齢者福祉事業

を展開。介護保険事業や介護予防事

業のほか、JA独自サービスとして「高

齢者生活支援事業」も行っています。

その人らしく生きる力を応援

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る

地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
・
地
域
貢
献
の
取
り
組
み

　「
地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
」は
、
組
合
員
と
役
職
員
が
一
体

と
な
っ
て
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
活
動
で
す
。
管
内

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
地
域
の
組
合
員
自
ら
が
企

画
し
た
行
事
の
実
施
や
、
支
店
を
中
心
と
し
た「
ふ
れ
あ

い
祭
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
で
は
、
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
住
民
の
皆
さ
ん
や
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
、
子
ど
も
向
け
の
農
業
体
験
な
ど
を
企
画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

地
域
ふ
れ
あ
い
活
動

子
ど
も
た
ち
に
食
農
体
験
の
場
を
提
供

　
小
学
3
〜
6
年
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
食
農
体
験

教
室
。
但
馬
の
農
業
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
た
め
、
平
成
21

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
地
元
の
農
家
の
皆
さ
ん
に

教
わ
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
品
の
栽
培
〜
調
理
を

体
験
し
、
食
と
農
の
つ
な
が
り
を
楽
し
く
学
ぶ
教
室
で
す
。

あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル

子
ど
も
た
ち
を
育
む
取
り
組
み
に
尽
力

　
地
域
に
根
差
し
た
組
織
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た

す
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
貢
献
活
動
を
実
施
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
後
援
、
中
学
生

向
け
の
自
転
車
交
通
安
全
教
室
の
開
催
、
子
ど
も
食
堂
へ

の
食
材
提
供
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
貢
献
活
動

主な事業の紹介

子会社事業の紹介



ト
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ネ
ッ
ト

バ
ン
ク
や
ネ
ッ
ト
ロ
ー
ン
な
ど
、
非
対
面

で
の
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
ま
し
た
。
来
店
が

不
要
な
た
め
、
忙
し
い
方
を
中
心
に
大
変

重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
井
　
私
は
、
働
き
方
に
変
化
を
感
じ
て

い
ま
す
。
か
つ
て
月
末
は
貯
金
集
め
な
ど

で
忙
し
く
、
職
員
は
夜
遅
く
ま
で
働
い
て

い
ま
し
た
が
、
近
年
は
早
く
帰
れ
て
い
ま

す
。Ｊ
Ａ
た
じ
ま
全
体
が
効
率
よ
く
、
計
画

的
に
動
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
職

場
の
雰
囲
気
も
と
て
も
良
い
で
す
。

太
田
垣
　
な
る
ほ
ど
。
経
営
者
側
も
職
場

の
環
境
改
善
に
は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

職
員
の
健
康
や
ゆ
と
り
は
、
良
い
仕
事
に

つ
な
が
り
ま
す
。

吉
井
　
そ
し
て
や
は
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
は
大
き
い
で
す
。
以
前
の

よ
う
な
気
軽
な
訪
問
は
で
き
な
い
一
方
、

ア
ポ
取
り
を
す
る
こ
と
で
、
時
間
を
確
保

し
て
、
話
を
じ
っ
く
り
聞
い
て
い
た
だ
け

る
な
ど
、
新
た
な
発
見
も
あ
り
ま
し
た
。

木
谷
　
私
は
大
人
に
な
り
ま
し
た（
笑
）。

組
合
員
の
皆
さ
ん
や
上
司
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
方
に
厳
し
く
し
て
も
ら
っ
た
か
ら
今

の
自
分
が
あ
る
。
言
葉
遣
い
、
マ
ナ
ー
な

ど
、
怒
ら
れ
て
ば
か
り
だ
っ
た
自
分
が
、

い
つ
の
間
に
か
部
下
を
指
導
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
愛
情
を
持
っ
て
叱
る
一

方
で
、
部
下
が
困
っ
て
い
る
時
は
黙
っ
て

手
を
差
し
伸
べ
る
な
ど
、
自
分
な
り
に
良

い
人
間
関
係
を
築
く
努
力
を
し
て
い
る
つ

も
り
で
す
。

次
の
世
代
に
つ
な
ぎ
た
い
、

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
に
は
強
み
が
あ
る

太
田
垣
　
こ
こ
で
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
の
強
み
に

つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
次
の

世
代
に
つ
な
ぎ
た
い
も
の
は
な
ん
で
す

か
？

飯
野
　
お
い
し
い
米
、
ピ
ー
マ
ン
、
ネ
ギ
、

小
豆
、
梨
な
ど
の
特
産
品
で
す
。
コ
ウ
ノ

ト
リ
や
但
馬
牛
な
ど
歴
史
や
ス
ト
ー
リ
ー

性
の
あ
る
も
の
も
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
こ
れ
だ
け
そ
ろ
う
地
域
は
、
他
に
な

か
な
か
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

稲
葉
　
但
馬
の
農
産
物
は
、
全
国
で
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
継
続
的

な
努
力
の
結
果
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、

但
馬
出
身
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

太
田
垣
　
確
か
に
、
こ
の
地
域
一
円
に
誇

れ
る
特
産
品
が
あ
り
、Ｊ
Ａ
た
じ
ま
に
は
そ

れ
ら
を
一
体
化
し
て
発
信
で
き
る
組
織
力

が
あ
り
ま
す
。
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
と
、

但
馬
な
ら
で
は
の
特
長
あ
る
品
目
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
基
本
と
し
て
営
農
振
興
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

育
む
お
米
の
取
り
組
み
は
数
々
の
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
対
外
的
に
も
高
い
評
価
を
頂

く
ま
で
に
成
長
し
て
き
て
い
ま
す
ね
。

伊
藤
　
は
い
。Ｊ
Ａ
の
強
み
は
総
合
事
業
性

に
あ
り
、
信
用
や
共
済
事
業
で
も
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
共
済
、
自
動
車

共
済
、
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
な
ど
、
ご
家
族

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
提
案
が
可
能
で
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
と
末
永
く
お
付
き
合

い
で
き
ま
す
。

吉
井
　
地
域
で
の
知
名
度
も
強
み
で
す
。

皆
さ
ん
が「
農
協
さ
ん
」と
呼
ん
で
気
軽
に

接
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
良
い
関
係
を
次

の
世
代
に
も
つ
な
ぎ
た
い
で
す
。

木
谷
　
同
感
で
す
。
他
社
に
も
魅
力
的
な

競
合
商
品
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
農

協
さ
ん
だ
か
ら
」と
い
っ
て
利
用
し
て
く
れ

る
人
が
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
、Ｊ
Ａ
た
じ

ま
の
強
み
で
す
。
後
輩
に
は
、
積
極
的
に

地
域
行
事
に
参
加
し
、
仕
事
以
外
で
も
地

域
や
人
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
を
勧
め

て
い
ま
す
。

組
合
員
と
向
き
合
う
中
で

感
じ
る
課
題
と
は…

太
田
垣
　
で
は
、Ｊ
Ａ
た
じ
ま
は
、
組
合
員

か
ら
、
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？

稲
葉
　
農
業
振
興
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

何
で
も
相
談
で
き
る
、
身
近
な
存
在
と
し

て
も
必
要
と
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

飯
野
　
今
は
、
出
荷
先
の
選
択
肢
が
増
え
、

Ｊ
Ａ
を
頼
ら
ず
と
も
仲
間
を
作
っ
た
り
、

苗
が
手
に
入
っ
た
り
し
や
す
い
時
代
で
す
。

世
代
交
代
が
進
む
中
、
若
い
世
代
に
Ｊ
Ａ

を
ど
う
利
用
し
て
も
ら
う
か
が
課
題
で
す
。

Ｊ
Ａ
が
選
ば
れ
る
に
は
、
組
合
員
の
所
得

増
加
や
農
業
の
継
続
に
つ
な
が
る
、
よ
り

専
門
的
な
栽
培
指
導
や
経
営
支
援
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤
　
私
も
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
職
員

の
育
成
と
、
高
齢
者
と
次
世
代
の
両
方
に

信
頼
さ
れ
る
組
織
運
営
の
重
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。Ｉ
Ｔ
技
術
を
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

に
取
り
入
れ
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
商
品
・
仕
組
み
の
開
発
、
利
便
性
の
向

上
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

吉
井
　
私
は
、
正
組
合
員
と
准
組
合
員
を

つ
な
げ
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。
ロ
ー
ン
な
ど
を
希
望
さ
れ
る
方
に
、

新
規
で
組
合
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
総
合
事
業
性
を
ご
理
解
い
た
だ
く
ま

で
に
は
な
か
な
か
至
ら
な
い
か
ら
で
す
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
た
じ
ま
ん

ま
」の
よ
う
な
生
活
に
身
近
な
事
業
を
き
っ

か
け
に
、
総
合
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
を
多
く

の
人
に
享
受
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

太
田
垣
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
取
り
組
み

の
一
つ
が
利
用
高
配
当
で
す
。Ｊ
Ａ
た
じ
ま

で
は
、
正
組
合
員
、
准
組
合
員
に
関
わ
ら

ず
、
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
よ
り
多

く
還
元
す
る
方
針
を
と
り
、
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

木
谷
　
他
に
も
、Ｊ
Ａ
に
し
か
で
き
な
い
事

業
を
模
索
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
営
利

追
求
だ
け
で
は
な
い
、
地
域
に
根
差
し
た

取
り
組
み
こ
そ
が
、
私
た
ち
の
存
在
価
値

だ
と
思
い
ま
す
。

太
田
垣
　
そ
う
で
す
ね
。
地
域
か
ら
求
め

ら
れ
る
組
織
を
目
指
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
令
和
３
年
度
の
事
業

計
画
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
を
盛
り
込
み

ま
し
た
。
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
た

じ
ま
ん
ま
」の
一
画
に
、
生
産
者
が
寄
付
し

た
い
野
菜
な
ど
を
並
べ
て
、
必
要
な
人
が

持
ち
帰
れ
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
予
定
で

す
。
ま
た
、Ｊ
Ａ
た
じ
ま
は
、
規
模
の
大
小

に
関
係
な
く
、
担
い
手
を
手
厚
く
支
援
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

語
り
つ
く
せ
な
い
熱
い
思
い
が
あ
る
！

未
来
の
Ｊ
Ａ
た
じ
ま

太
田
垣
　
最
後
に
、
未
来
の
Ｊ
Ａ
た
じ
ま

が
あ
る
べ
き
姿
を
、
ど
う
考
え
て
い
ま
す

か
？

稲
葉
　
農
業
を
守
る
た
め
に
、
こ
の
地
域

で
採
れ
た
も
の
を
し
っ
か
り
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
時
代
の
ニ
ー
ズ
を

つ
か
み
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
、
儲

か
る
農
業
を
続
け
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か

け
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
農
家
や
組

合
員
が
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
情
報
交
換

の
場
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

飯
野
　
私
も
、
但
馬
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
伝

承
す
る
た
め
の
お
手
伝
い
が
し
た
い
で
す
。

「
農
協
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
な
」と
言
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

伊
藤
　
組
合
員
の
安
心
を
支
え
ら
れ
る
Ｊ

Ａ
た
じ
ま
で
あ
れ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

に
合
わ
せ
た
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
を
開
催

し
、
幅
広
い
知
識
や
情
報
を
提
供
し
て
い

き
た
い
で
す
。

吉
井
　
期
待
や
要
望
は
組
合
員
ご
と
に
違

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
対
し
て
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
全
う

し
て
い
れ
ば
、
必
要
と
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

木
谷
　
そ
う
思
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
た
じ
ま
は
、

合
併
に
よ
り
、
管
内
で
は
最
大
級
の
組
織

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
規
模
が
大
き
い
と

い
う
優
位
性
を
も
っ
と
生
か
せ
る
と
思
う

ん
で
す
。
地
域
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
小
さ
な
感
動
を
積
み
重

ね
る
こ
と
で
、
次
の
世
代
に
も
必
要
と
し

て
い
た
だ
け
る
は
ず
。
も
し
、
そ
の
感
動

が
都
会
に
住
ん
で
い
る
組
合
員
の
お
子
さ

ん
に
伝
わ
れ
ば
、
将
来
帰
っ
て
き
た
時
に

農
業
を
始
め
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。Ｊ
Ａ
と
お
付
き
合
い
す

る
き
っ
か
け
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

太
田
垣
　
そ
う
で
す
ね
。
私
は
毎
年
、
新

入
職
員
に「
い
い
職
場
を
選
び
ま
し
た
ね
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
人
の
生
活
に
関
わ
る

仕
事
は
、
人
を
幸
せ
に
で
き
ま
す
。
地
域

で
必
要
と
さ
れ
る
喜
び
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
但
馬
に
は
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」

や「
但
馬
牛
」と
い
っ
た
世
界
に
自
慢
で
き

る
特
産
品
が
あ
り
ま
す
。
但
馬
で
生
ま
れ

た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
各
地
で
巣
作
り
を
し
、

そ
の
生
息
域
を
広
げ
て
い
る
よ
う
に
、
但

馬
の
特
産
物
を
も
っ
と
羽
ば
た
か
せ
た
い
。

農
協
の
歩
み
の
中
で
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

も
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
応
援
は
必
要
不

可
欠
で
す
。
そ
の
先
の
〝
元
気
な
Ｊ
Ａ
た

じ
ま
〞
に
期
待
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

ＪＡたじまの未来を語る
太田垣 哲男組合長　　職員

合併した年に入組し、組合員とともに歩んできた５人の職員。
この20年間に感じたＪＡたじまの変化や課題について、太田垣組合長と語ります。

これから私たちが目指すべき姿は―。

入
組
し
て
20
年
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
語
る

太
田
垣
　
合
併
か
ら
20
年
、
そ
れ
ぞ
れ
一

番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
か
。

稲
葉
　
は
い
。
合
併
20
年
と
い
う
こ
と
は
、

入
組
20
年
経
っ
た
ん
だ
な
と
感
慨
深
い
で

す
。
県
外
か
ら
来
て
、
右
も
左
も
分
か
ら

ず
営
農
に
携
わ
り
、
組
合
員
や
先
輩
職
員

に
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
に
勤

務
し
た
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
お
付
き
合
い

は
今
も
続
い
て
い
る
宝
物
で
す
。
丹
波
黒

大
豆
や
岩
津
ね
ぎ
と
い
っ
た
特
産
品
の
振

興
に
関
わ
っ
た
こ
と
も
印
象
深
い
で
す
。

飯
野
　
私
は
、
農
協
に
入
っ
て
す
ぐ
に
生

産
者
部
会
を
担
当
し
た
こ
と
で
す
。
当
時

は
葉
タ
バ
コ
の
部
会
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
葉
っ
ぱ
を
見
た
こ
と
も
な
い
農

業
の
初
心
者
で
し
た
。
キ
ャ
ベ
ツ
の
栽
培

に
つ
い
て
も
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

で
、
先
輩
や
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
教
わ
り

な
が
ら
苗
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
怒
ら
れ
た
り
、
感
謝
さ
れ
た
り
…
。

当
時
の
部
会
の
皆
さ
ん
の
こ
と
は
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

吉
井
　
あ
っ
と
い
う
間
の
20
年
で
し
た
。

仕
事
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃
、
融
資
専
任

担
当
に
な
り
、
目
標
を
達
成
で
き
ず
円
形

脱
毛
症
に
な
っ
た
こ
と
も
、
今
で
は
い
い

思
い
出
で
す
。
つ
ら
い
思
い
を
し
た
分
、

諦
め
ず
に
が
ん
ば
る
精
神
力
や
、
乗
り
切

る
た
め
に
工
夫
す
る
知
恵
を
養
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
後
輩
が
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ

て
い
る
の
を
見
た
ら
、
こ
う
し
た
体
験
を

話
し
て
、
励
ま
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

伊
藤
　
私
は
、
平
成
30
年
に
全
国
窓
口
担

当
者
の
交
流
会
に
参
加
し
た
こ
と
で
す
。

印
象
評
論
家
の
重
太
み
ゆ
き
さ
ん
の
講
演

が
あ
り
、
接
客
に
お
け
る
第
一
印
象
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
笑
顔
の
大

切
さ
を
改
め
て
知
り
、
今
も
実
践
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
窓
口
担
当

者
と
、
職
場
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
た
こ
と
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

木
谷
　
平
成
16
年
、
台
風
23
号
の
水
害
に

遭
っ
た
こ
と
で
す
。
当
時
、
豊
岡
北
支
店

に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
支
店
も
事
務

所
も
、
自
宅
も
水
没
。
日
中
は
事
務
所
の

清
掃
と
自
動
車
や
建
物
共
済
の
請
求
に
走

り
回
り
、
夜
は
自
宅
の
清
掃
、
土
日
は
旧

本
店
に
こ
も
っ
て
の
査
定
業
務
で
、
４
カ

月
ほ
ど
休
み
は
な
く
、
心
身
と
も
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
一
生
懸
命
が

ん
ば
っ
た
お
か
げ
で
、
組
合
員
さ
ん
か
ら

「
Ｊ
Ａ
共
済
に
入
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
」「
よ

く
勧
め
て
く
れ
た
」「
共
済
っ
て
す
ご
い
な
」

と
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
木
谷
君
に

任
せ
た
ら
間
違
い
な
い
」と
他
の
組
合
員
を

紹
介
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

入
組
４
年
目
に
し
て
、
共
済
事
業
の
意
義

に
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

時
と
と
も
に
、

変
化
し
た
人
や
地
域

太
田
垣
　
そ
れ
ぞ
れ
の
20
年
間
が
あ
っ
た

ん
で
す
ね
。で
は
、そ
の
20
年
間
で
、変
わ
っ

た
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
？

稲
葉
　
10
年
ほ
ど
前
に
、
日
高
町
に
家
を

構
え
ま
し
た
。
誘
わ
れ
る
ま
ま
地
元
の
消

防
団
に
入
っ
た
ん
で
す
が
、
地
域
の
行
事

に
参
加
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
、
顔
な
じ

み
も
増
え
て
、
そ
れ
が
仕
事
に
も
良
い
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

太
田
垣
　
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
前
々
か

ら
地
域
で
認
め
ら
れ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
す
ご
く
い
い
こ

と
だ
し
、
う
れ
し
い
で
す
。

飯
野
　
但
馬
地
域
で
は
、Ｊ
Ａ
以
外
に
生
産

資
材
を
扱
う
店
舗
が
増
え
ま
し
た
。
か
つ

て
は
組
合
員
の
購
買
は
Ｊ
Ａ
中
心
で
し
た

が
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
も
手
軽
に
な
っ
た

こ
と
で
選
択
肢
が
増
え
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
な

ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
や
付
加
価
値
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

伊
藤
　
信
用
事
業
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
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ト
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ネ
ッ
ト

バ
ン
ク
や
ネ
ッ
ト
ロ
ー
ン
な
ど
、
非
対
面

で
の
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
ま
し
た
。
来
店
が

不
要
な
た
め
、
忙
し
い
方
を
中
心
に
大
変

重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
井
　
私
は
、
働
き
方
に
変
化
を
感
じ
て

い
ま
す
。
か
つ
て
月
末
は
貯
金
集
め
な
ど

で
忙
し
く
、
職
員
は
夜
遅
く
ま
で
働
い
て

い
ま
し
た
が
、
近
年
は
早
く
帰
れ
て
い
ま

す
。Ｊ
Ａ
た
じ
ま
全
体
が
効
率
よ
く
、
計
画

的
に
動
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
職

場
の
雰
囲
気
も
と
て
も
良
い
で
す
。

太
田
垣
　
な
る
ほ
ど
。
経
営
者
側
も
職
場

の
環
境
改
善
に
は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

職
員
の
健
康
や
ゆ
と
り
は
、
良
い
仕
事
に

つ
な
が
り
ま
す
。

吉
井
　
そ
し
て
や
は
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
は
大
き
い
で
す
。
以
前
の

よ
う
な
気
軽
な
訪
問
は
で
き
な
い
一
方
、

ア
ポ
取
り
を
す
る
こ
と
で
、
時
間
を
確
保

し
て
、
話
を
じ
っ
く
り
聞
い
て
い
た
だ
け

る
な
ど
、
新
た
な
発
見
も
あ
り
ま
し
た
。

木
谷
　
私
は
大
人
に
な
り
ま
し
た（
笑
）。

組
合
員
の
皆
さ
ん
や
上
司
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
方
に
厳
し
く
し
て
も
ら
っ
た
か
ら
今

の
自
分
が
あ
る
。
言
葉
遣
い
、
マ
ナ
ー
な

ど
、
怒
ら
れ
て
ば
か
り
だ
っ
た
自
分
が
、

い
つ
の
間
に
か
部
下
を
指
導
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
愛
情
を
持
っ
て
叱
る
一

方
で
、
部
下
が
困
っ
て
い
る
時
は
黙
っ
て

手
を
差
し
伸
べ
る
な
ど
、
自
分
な
り
に
良

い
人
間
関
係
を
築
く
努
力
を
し
て
い
る
つ

も
り
で
す
。

次
の
世
代
に
つ
な
ぎ
た
い
、

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
に
は
強
み
が
あ
る

太
田
垣
　
こ
こ
で
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
の
強
み
に

つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
次
の

世
代
に
つ
な
ぎ
た
い
も
の
は
な
ん
で
す

か
？

飯
野
　
お
い
し
い
米
、
ピ
ー
マ
ン
、
ネ
ギ
、

小
豆
、
梨
な
ど
の
特
産
品
で
す
。
コ
ウ
ノ

ト
リ
や
但
馬
牛
な
ど
歴
史
や
ス
ト
ー
リ
ー

性
の
あ
る
も
の
も
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
こ
れ
だ
け
そ
ろ
う
地
域
は
、
他
に
な

か
な
か
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

稲
葉
　
但
馬
の
農
産
物
は
、
全
国
で
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
継
続
的

な
努
力
の
結
果
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、

但
馬
出
身
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

太
田
垣
　
確
か
に
、
こ
の
地
域
一
円
に
誇

れ
る
特
産
品
が
あ
り
、Ｊ
Ａ
た
じ
ま
に
は
そ

れ
ら
を
一
体
化
し
て
発
信
で
き
る
組
織
力

が
あ
り
ま
す
。
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
と
、

但
馬
な
ら
で
は
の
特
長
あ
る
品
目
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
基
本
と
し
て
営
農
振
興
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

育
む
お
米
の
取
り
組
み
は
数
々
の
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
対
外
的
に
も
高
い
評
価
を
頂

く
ま
で
に
成
長
し
て
き
て
い
ま
す
ね
。

伊
藤
　
は
い
。Ｊ
Ａ
の
強
み
は
総
合
事
業
性

に
あ
り
、
信
用
や
共
済
事
業
で
も
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
共
済
、
自
動
車

共
済
、
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
な
ど
、
ご
家
族

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
提
案
が
可
能
で
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
と
末
永
く
お
付
き
合

い
で
き
ま
す
。

吉
井
　
地
域
で
の
知
名
度
も
強
み
で
す
。

皆
さ
ん
が「
農
協
さ
ん
」と
呼
ん
で
気
軽
に

接
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
良
い
関
係
を
次

の
世
代
に
も
つ
な
ぎ
た
い
で
す
。

木
谷
　
同
感
で
す
。
他
社
に
も
魅
力
的
な

競
合
商
品
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
農

協
さ
ん
だ
か
ら
」と
い
っ
て
利
用
し
て
く
れ

る
人
が
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
、Ｊ
Ａ
た
じ

ま
の
強
み
で
す
。
後
輩
に
は
、
積
極
的
に

地
域
行
事
に
参
加
し
、
仕
事
以
外
で
も
地

域
や
人
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
を
勧
め

て
い
ま
す
。

組
合
員
と
向
き
合
う
中
で

感
じ
る
課
題
と
は…

太
田
垣
　
で
は
、Ｊ
Ａ
た
じ
ま
は
、
組
合
員

か
ら
、
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？

稲
葉
　
農
業
振
興
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

何
で
も
相
談
で
き
る
、
身
近
な
存
在
と
し

て
も
必
要
と
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

飯
野
　
今
は
、
出
荷
先
の
選
択
肢
が
増
え
、

Ｊ
Ａ
を
頼
ら
ず
と
も
仲
間
を
作
っ
た
り
、

苗
が
手
に
入
っ
た
り
し
や
す
い
時
代
で
す
。

世
代
交
代
が
進
む
中
、
若
い
世
代
に
Ｊ
Ａ

を
ど
う
利
用
し
て
も
ら
う
か
が
課
題
で
す
。

Ｊ
Ａ
が
選
ば
れ
る
に
は
、
組
合
員
の
所
得

増
加
や
農
業
の
継
続
に
つ
な
が
る
、
よ
り

専
門
的
な
栽
培
指
導
や
経
営
支
援
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤
　
私
も
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
職
員

の
育
成
と
、
高
齢
者
と
次
世
代
の
両
方
に

信
頼
さ
れ
る
組
織
運
営
の
重
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。Ｉ
Ｔ
技
術
を
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

に
取
り
入
れ
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
商
品
・
仕
組
み
の
開
発
、
利
便
性
の
向

上
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

吉
井
　
私
は
、
正
組
合
員
と
准
組
合
員
を

つ
な
げ
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。
ロ
ー
ン
な
ど
を
希
望
さ
れ
る
方
に
、

新
規
で
組
合
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
総
合
事
業
性
を
ご
理
解
い
た
だ
く
ま

で
に
は
な
か
な
か
至
ら
な
い
か
ら
で
す
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
た
じ
ま
ん

ま
」の
よ
う
な
生
活
に
身
近
な
事
業
を
き
っ

か
け
に
、
総
合
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
を
多
く

の
人
に
享
受
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

太
田
垣
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
取
り
組
み

の
一
つ
が
利
用
高
配
当
で
す
。Ｊ
Ａ
た
じ
ま

で
は
、
正
組
合
員
、
准
組
合
員
に
関
わ
ら

ず
、
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
よ
り
多

く
還
元
す
る
方
針
を
と
り
、
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

木
谷
　
他
に
も
、Ｊ
Ａ
に
し
か
で
き
な
い
事

業
を
模
索
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
営
利

追
求
だ
け
で
は
な
い
、
地
域
に
根
差
し
た

取
り
組
み
こ
そ
が
、
私
た
ち
の
存
在
価
値

だ
と
思
い
ま
す
。

太
田
垣
　
そ
う
で
す
ね
。
地
域
か
ら
求
め

ら
れ
る
組
織
を
目
指
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
令
和
３
年
度
の
事
業

計
画
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
を
盛
り
込
み

ま
し
た
。
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
た

じ
ま
ん
ま
」の
一
画
に
、
生
産
者
が
寄
付
し

た
い
野
菜
な
ど
を
並
べ
て
、
必
要
な
人
が

持
ち
帰
れ
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
予
定
で

す
。
ま
た
、Ｊ
Ａ
た
じ
ま
は
、
規
模
の
大
小

に
関
係
な
く
、
担
い
手
を
手
厚
く
支
援
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

語
り
つ
く
せ
な
い
熱
い
思
い
が
あ
る
！

未
来
の
Ｊ
Ａ
た
じ
ま

太
田
垣
　
最
後
に
、
未
来
の
Ｊ
Ａ
た
じ
ま

が
あ
る
べ
き
姿
を
、
ど
う
考
え
て
い
ま
す

か
？

稲
葉
　
農
業
を
守
る
た
め
に
、
こ
の
地
域

で
採
れ
た
も
の
を
し
っ
か
り
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
時
代
の
ニ
ー
ズ
を

つ
か
み
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
、
儲

か
る
農
業
を
続
け
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か

け
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
農
家
や
組

合
員
が
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
情
報
交
換

の
場
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

飯
野
　
私
も
、
但
馬
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
伝

承
す
る
た
め
の
お
手
伝
い
が
し
た
い
で
す
。

「
農
協
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
な
」と
言
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

伊
藤
　
組
合
員
の
安
心
を
支
え
ら
れ
る
Ｊ

Ａ
た
じ
ま
で
あ
れ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

に
合
わ
せ
た
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
を
開
催

し
、
幅
広
い
知
識
や
情
報
を
提
供
し
て
い

き
た
い
で
す
。

吉
井
　
期
待
や
要
望
は
組
合
員
ご
と
に
違

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
対
し
て
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
全
う

し
て
い
れ
ば
、
必
要
と
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

木
谷
　
そ
う
思
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
た
じ
ま
は
、

合
併
に
よ
り
、
管
内
で
は
最
大
級
の
組
織

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
規
模
が
大
き
い
と

い
う
優
位
性
を
も
っ
と
生
か
せ
る
と
思
う

ん
で
す
。
地
域
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
小
さ
な
感
動
を
積
み
重

ね
る
こ
と
で
、
次
の
世
代
に
も
必
要
と
し

て
い
た
だ
け
る
は
ず
。
も
し
、
そ
の
感
動

が
都
会
に
住
ん
で
い
る
組
合
員
の
お
子
さ

ん
に
伝
わ
れ
ば
、
将
来
帰
っ
て
き
た
時
に

農
業
を
始
め
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。Ｊ
Ａ
と
お
付
き
合
い
す

る
き
っ
か
け
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

太
田
垣
　
そ
う
で
す
ね
。
私
は
毎
年
、
新

入
職
員
に「
い
い
職
場
を
選
び
ま
し
た
ね
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
人
の
生
活
に
関
わ
る

仕
事
は
、
人
を
幸
せ
に
で
き
ま
す
。
地
域

で
必
要
と
さ
れ
る
喜
び
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
但
馬
に
は
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」

や「
但
馬
牛
」と
い
っ
た
世
界
に
自
慢
で
き

る
特
産
品
が
あ
り
ま
す
。
但
馬
で
生
ま
れ

た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
各
地
で
巣
作
り
を
し
、

そ
の
生
息
域
を
広
げ
て
い
る
よ
う
に
、
但

馬
の
特
産
物
を
も
っ
と
羽
ば
た
か
せ
た
い
。

農
協
の
歩
み
の
中
で
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

も
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
応
援
は
必
要
不

可
欠
で
す
。
そ
の
先
の
〝
元
気
な
Ｊ
Ａ
た

じ
ま
〞
に
期
待
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

ＪＡたじまの未来を語る
太田垣 哲男組合長　　職員

合併した年に入組し、組合員とともに歩んできた５人の職員。
この20年間に感じたＪＡたじまの変化や課題について、太田垣組合長と語ります。

これから私たちが目指すべき姿は―。

入
組
し
て
20
年
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
語
る

太
田
垣
　
合
併
か
ら
20
年
、
そ
れ
ぞ
れ
一

番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
か
。

稲
葉
　
は
い
。
合
併
20
年
と
い
う
こ
と
は
、

入
組
20
年
経
っ
た
ん
だ
な
と
感
慨
深
い
で

す
。
県
外
か
ら
来
て
、
右
も
左
も
分
か
ら

ず
営
農
に
携
わ
り
、
組
合
員
や
先
輩
職
員

に
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
に
勤

務
し
た
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
お
付
き
合
い

は
今
も
続
い
て
い
る
宝
物
で
す
。
丹
波
黒

大
豆
や
岩
津
ね
ぎ
と
い
っ
た
特
産
品
の
振

興
に
関
わ
っ
た
こ
と
も
印
象
深
い
で
す
。

飯
野
　
私
は
、
農
協
に
入
っ
て
す
ぐ
に
生

産
者
部
会
を
担
当
し
た
こ
と
で
す
。
当
時

は
葉
タ
バ
コ
の
部
会
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
葉
っ
ぱ
を
見
た
こ
と
も
な
い
農

業
の
初
心
者
で
し
た
。
キ
ャ
ベ
ツ
の
栽
培

に
つ
い
て
も
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

で
、
先
輩
や
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
教
わ
り

な
が
ら
苗
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
怒
ら
れ
た
り
、
感
謝
さ
れ
た
り
…
。

当
時
の
部
会
の
皆
さ
ん
の
こ
と
は
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

吉
井
　
あ
っ
と
い
う
間
の
20
年
で
し
た
。

仕
事
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃
、
融
資
専
任

担
当
に
な
り
、
目
標
を
達
成
で
き
ず
円
形

脱
毛
症
に
な
っ
た
こ
と
も
、
今
で
は
い
い

思
い
出
で
す
。
つ
ら
い
思
い
を
し
た
分
、

諦
め
ず
に
が
ん
ば
る
精
神
力
や
、
乗
り
切

る
た
め
に
工
夫
す
る
知
恵
を
養
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
後
輩
が
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ

て
い
る
の
を
見
た
ら
、
こ
う
し
た
体
験
を

話
し
て
、
励
ま
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

伊
藤
　
私
は
、
平
成
30
年
に
全
国
窓
口
担

当
者
の
交
流
会
に
参
加
し
た
こ
と
で
す
。

印
象
評
論
家
の
重
太
み
ゆ
き
さ
ん
の
講
演

が
あ
り
、
接
客
に
お
け
る
第
一
印
象
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
笑
顔
の
大

切
さ
を
改
め
て
知
り
、
今
も
実
践
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
窓
口
担
当

者
と
、
職
場
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
た
こ
と
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

木
谷
　
平
成
16
年
、
台
風
23
号
の
水
害
に

遭
っ
た
こ
と
で
す
。
当
時
、
豊
岡
北
支
店

に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
支
店
も
事
務

所
も
、
自
宅
も
水
没
。
日
中
は
事
務
所
の

清
掃
と
自
動
車
や
建
物
共
済
の
請
求
に
走

り
回
り
、
夜
は
自
宅
の
清
掃
、
土
日
は
旧

本
店
に
こ
も
っ
て
の
査
定
業
務
で
、
４
カ

月
ほ
ど
休
み
は
な
く
、
心
身
と
も
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
一
生
懸
命
が

ん
ば
っ
た
お
か
げ
で
、
組
合
員
さ
ん
か
ら

「
Ｊ
Ａ
共
済
に
入
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
」「
よ

く
勧
め
て
く
れ
た
」「
共
済
っ
て
す
ご
い
な
」

と
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
木
谷
君
に

任
せ
た
ら
間
違
い
な
い
」と
他
の
組
合
員
を

紹
介
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

入
組
４
年
目
に
し
て
、
共
済
事
業
の
意
義

に
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

時
と
と
も
に
、

変
化
し
た
人
や
地
域

太
田
垣
　
そ
れ
ぞ
れ
の
20
年
間
が
あ
っ
た

ん
で
す
ね
。で
は
、そ
の
20
年
間
で
、変
わ
っ

た
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
？

稲
葉
　
10
年
ほ
ど
前
に
、
日
高
町
に
家
を

構
え
ま
し
た
。
誘
わ
れ
る
ま
ま
地
元
の
消

防
団
に
入
っ
た
ん
で
す
が
、
地
域
の
行
事

に
参
加
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
、
顔
な
じ

み
も
増
え
て
、
そ
れ
が
仕
事
に
も
良
い
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

太
田
垣
　
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
前
々
か

ら
地
域
で
認
め
ら
れ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
す
ご
く
い
い
こ

と
だ
し
、
う
れ
し
い
で
す
。

飯
野
　
但
馬
地
域
で
は
、Ｊ
Ａ
以
外
に
生
産

資
材
を
扱
う
店
舗
が
増
え
ま
し
た
。
か
つ

て
は
組
合
員
の
購
買
は
Ｊ
Ａ
中
心
で
し
た

が
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
も
手
軽
に
な
っ
た

こ
と
で
選
択
肢
が
増
え
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
な

ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
や
付
加
価
値
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

伊
藤
　
信
用
事
業
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
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ト
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ネ
ッ
ト

バ
ン
ク
や
ネ
ッ
ト
ロ
ー
ン
な
ど
、
非
対
面

で
の
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
ま
し
た
。
来
店
が

不
要
な
た
め
、
忙
し
い
方
を
中
心
に
大
変

重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
井
　
私
は
、
働
き
方
に
変
化
を
感
じ
て

い
ま
す
。
か
つ
て
月
末
は
貯
金
集
め
な
ど

で
忙
し
く
、
職
員
は
夜
遅
く
ま
で
働
い
て

い
ま
し
た
が
、
近
年
は
早
く
帰
れ
て
い
ま

す
。Ｊ
Ａ
た
じ
ま
全
体
が
効
率
よ
く
、
計
画

的
に
動
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
職

場
の
雰
囲
気
も
と
て
も
良
い
で
す
。

太
田
垣
　
な
る
ほ
ど
。
経
営
者
側
も
職
場

の
環
境
改
善
に
は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

職
員
の
健
康
や
ゆ
と
り
は
、
良
い
仕
事
に

つ
な
が
り
ま
す
。

吉
井
　
そ
し
て
や
は
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
は
大
き
い
で
す
。
以
前
の

よ
う
な
気
軽
な
訪
問
は
で
き
な
い
一
方
、

ア
ポ
取
り
を
す
る
こ
と
で
、
時
間
を
確
保

し
て
、
話
を
じ
っ
く
り
聞
い
て
い
た
だ
け

る
な
ど
、
新
た
な
発
見
も
あ
り
ま
し
た
。

木
谷
　
私
は
大
人
に
な
り
ま
し
た（
笑
）。

組
合
員
の
皆
さ
ん
や
上
司
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
方
に
厳
し
く
し
て
も
ら
っ
た
か
ら
今

の
自
分
が
あ
る
。
言
葉
遣
い
、
マ
ナ
ー
な

ど
、
怒
ら
れ
て
ば
か
り
だ
っ
た
自
分
が
、

い
つ
の
間
に
か
部
下
を
指
導
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
愛
情
を
持
っ
て
叱
る
一

方
で
、
部
下
が
困
っ
て
い
る
時
は
黙
っ
て

手
を
差
し
伸
べ
る
な
ど
、
自
分
な
り
に
良

い
人
間
関
係
を
築
く
努
力
を
し
て
い
る
つ

も
り
で
す
。

次
の
世
代
に
つ
な
ぎ
た
い
、

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
に
は
強
み
が
あ
る

太
田
垣
　
こ
こ
で
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
の
強
み
に

つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
次
の

世
代
に
つ
な
ぎ
た
い
も
の
は
な
ん
で
す

か
？

飯
野
　
お
い
し
い
米
、
ピ
ー
マ
ン
、
ネ
ギ
、

小
豆
、
梨
な
ど
の
特
産
品
で
す
。
コ
ウ
ノ

ト
リ
や
但
馬
牛
な
ど
歴
史
や
ス
ト
ー
リ
ー

性
の
あ
る
も
の
も
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
こ
れ
だ
け
そ
ろ
う
地
域
は
、
他
に
な

か
な
か
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

稲
葉
　
但
馬
の
農
産
物
は
、
全
国
で
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
継
続
的

な
努
力
の
結
果
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、

但
馬
出
身
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

太
田
垣
　
確
か
に
、
こ
の
地
域
一
円
に
誇

れ
る
特
産
品
が
あ
り
、Ｊ
Ａ
た
じ
ま
に
は
そ

れ
ら
を
一
体
化
し
て
発
信
で
き
る
組
織
力

が
あ
り
ま
す
。
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
と
、

但
馬
な
ら
で
は
の
特
長
あ
る
品
目
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
基
本
と
し
て
営
農
振
興
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

育
む
お
米
の
取
り
組
み
は
数
々
の
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
対
外
的
に
も
高
い
評
価
を
頂

く
ま
で
に
成
長
し
て
き
て
い
ま
す
ね
。

伊
藤
　
は
い
。Ｊ
Ａ
の
強
み
は
総
合
事
業
性

に
あ
り
、
信
用
や
共
済
事
業
で
も
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
共
済
、
自
動
車

共
済
、
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
な
ど
、
ご
家
族

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
提
案
が
可
能
で
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
と
末
永
く
お
付
き
合

い
で
き
ま
す
。

吉
井
　
地
域
で
の
知
名
度
も
強
み
で
す
。

皆
さ
ん
が「
農
協
さ
ん
」と
呼
ん
で
気
軽
に

接
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
良
い
関
係
を
次

の
世
代
に
も
つ
な
ぎ
た
い
で
す
。

木
谷
　
同
感
で
す
。
他
社
に
も
魅
力
的
な

競
合
商
品
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
農

協
さ
ん
だ
か
ら
」と
い
っ
て
利
用
し
て
く
れ

る
人
が
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
、Ｊ
Ａ
た
じ

ま
の
強
み
で
す
。
後
輩
に
は
、
積
極
的
に

地
域
行
事
に
参
加
し
、
仕
事
以
外
で
も
地

域
や
人
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
を
勧
め

て
い
ま
す
。

組
合
員
と
向
き
合
う
中
で

感
じ
る
課
題
と
は…

太
田
垣
　
で
は
、Ｊ
Ａ
た
じ
ま
は
、
組
合
員

か
ら
、
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？

稲
葉
　
農
業
振
興
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

何
で
も
相
談
で
き
る
、
身
近
な
存
在
と
し

て
も
必
要
と
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

飯
野
　
今
は
、
出
荷
先
の
選
択
肢
が
増
え
、

Ｊ
Ａ
を
頼
ら
ず
と
も
仲
間
を
作
っ
た
り
、

苗
が
手
に
入
っ
た
り
し
や
す
い
時
代
で
す
。

世
代
交
代
が
進
む
中
、
若
い
世
代
に
Ｊ
Ａ

を
ど
う
利
用
し
て
も
ら
う
か
が
課
題
で
す
。

Ｊ
Ａ
が
選
ば
れ
る
に
は
、
組
合
員
の
所
得

増
加
や
農
業
の
継
続
に
つ
な
が
る
、
よ
り

専
門
的
な
栽
培
指
導
や
経
営
支
援
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤
　
私
も
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
職
員

の
育
成
と
、
高
齢
者
と
次
世
代
の
両
方
に

信
頼
さ
れ
る
組
織
運
営
の
重
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。Ｉ
Ｔ
技
術
を
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

に
取
り
入
れ
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
商
品
・
仕
組
み
の
開
発
、
利
便
性
の
向

上
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

吉
井
　
私
は
、
正
組
合
員
と
准
組
合
員
を

つ
な
げ
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。
ロ
ー
ン
な
ど
を
希
望
さ
れ
る
方
に
、

新
規
で
組
合
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
総
合
事
業
性
を
ご
理
解
い
た
だ
く
ま

で
に
は
な
か
な
か
至
ら
な
い
か
ら
で
す
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
た
じ
ま
ん

ま
」の
よ
う
な
生
活
に
身
近
な
事
業
を
き
っ

か
け
に
、
総
合
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
を
多
く

の
人
に
享
受
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

太
田
垣
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
取
り
組
み

の
一
つ
が
利
用
高
配
当
で
す
。Ｊ
Ａ
た
じ
ま

で
は
、
正
組
合
員
、
准
組
合
員
に
関
わ
ら

ず
、
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
よ
り
多

く
還
元
す
る
方
針
を
と
り
、
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

木
谷
　
他
に
も
、Ｊ
Ａ
に
し
か
で
き
な
い
事

業
を
模
索
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
営
利

追
求
だ
け
で
は
な
い
、
地
域
に
根
差
し
た

取
り
組
み
こ
そ
が
、
私
た
ち
の
存
在
価
値

だ
と
思
い
ま
す
。

太
田
垣
　
そ
う
で
す
ね
。
地
域
か
ら
求
め

ら
れ
る
組
織
を
目
指
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
令
和
３
年
度
の
事
業

計
画
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
を
盛
り
込
み

ま
し
た
。
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
た

じ
ま
ん
ま
」の
一
画
に
、
生
産
者
が
寄
付
し

た
い
野
菜
な
ど
を
並
べ
て
、
必
要
な
人
が

持
ち
帰
れ
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
予
定
で

す
。
ま
た
、Ｊ
Ａ
た
じ
ま
は
、
規
模
の
大
小

に
関
係
な
く
、
担
い
手
を
手
厚
く
支
援
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

語
り
つ
く
せ
な
い
熱
い
思
い
が
あ
る
！

未
来
の
Ｊ
Ａ
た
じ
ま

太
田
垣
　
最
後
に
、
未
来
の
Ｊ
Ａ
た
じ
ま

が
あ
る
べ
き
姿
を
、
ど
う
考
え
て
い
ま
す

か
？

稲
葉
　
農
業
を
守
る
た
め
に
、
こ
の
地
域

で
採
れ
た
も
の
を
し
っ
か
り
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
時
代
の
ニ
ー
ズ
を

つ
か
み
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
、
儲

か
る
農
業
を
続
け
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か

け
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
農
家
や
組

合
員
が
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
情
報
交
換

の
場
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

飯
野
　
私
も
、
但
馬
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
伝

承
す
る
た
め
の
お
手
伝
い
が
し
た
い
で
す
。

「
農
協
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
な
」と
言
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

伊
藤
　
組
合
員
の
安
心
を
支
え
ら
れ
る
Ｊ

Ａ
た
じ
ま
で
あ
れ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

に
合
わ
せ
た
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
を
開
催

し
、
幅
広
い
知
識
や
情
報
を
提
供
し
て
い

き
た
い
で
す
。

吉
井
　
期
待
や
要
望
は
組
合
員
ご
と
に
違

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
対
し
て
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
全
う

し
て
い
れ
ば
、
必
要
と
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

木
谷
　
そ
う
思
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
た
じ
ま
は
、

合
併
に
よ
り
、
管
内
で
は
最
大
級
の
組
織

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
規
模
が
大
き
い
と

い
う
優
位
性
を
も
っ
と
生
か
せ
る
と
思
う

ん
で
す
。
地
域
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
小
さ
な
感
動
を
積
み
重

ね
る
こ
と
で
、
次
の
世
代
に
も
必
要
と
し

て
い
た
だ
け
る
は
ず
。
も
し
、
そ
の
感
動

が
都
会
に
住
ん
で
い
る
組
合
員
の
お
子
さ

ん
に
伝
わ
れ
ば
、
将
来
帰
っ
て
き
た
時
に

農
業
を
始
め
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。Ｊ
Ａ
と
お
付
き
合
い
す

る
き
っ
か
け
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

太
田
垣
　
そ
う
で
す
ね
。
私
は
毎
年
、
新

入
職
員
に「
い
い
職
場
を
選
び
ま
し
た
ね
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
人
の
生
活
に
関
わ
る

仕
事
は
、
人
を
幸
せ
に
で
き
ま
す
。
地
域

で
必
要
と
さ
れ
る
喜
び
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
但
馬
に
は
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」

や「
但
馬
牛
」と
い
っ
た
世
界
に
自
慢
で
き

る
特
産
品
が
あ
り
ま
す
。
但
馬
で
生
ま
れ

た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
各
地
で
巣
作
り
を
し
、

そ
の
生
息
域
を
広
げ
て
い
る
よ
う
に
、
但

馬
の
特
産
物
を
も
っ
と
羽
ば
た
か
せ
た
い
。

農
協
の
歩
み
の
中
で
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

も
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
応
援
は
必
要
不

可
欠
で
す
。
そ
の
先
の
〝
元
気
な
Ｊ
Ａ
た

じ
ま
〞
に
期
待
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

入
組
し
て
20
年
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
語
る

太
田
垣
　
合
併
か
ら
20
年
、
そ
れ
ぞ
れ
一

番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
か
。

稲
葉
　
は
い
。
合
併
20
年
と
い
う
こ
と
は
、

入
組
20
年
経
っ
た
ん
だ
な
と
感
慨
深
い
で

す
。
県
外
か
ら
来
て
、
右
も
左
も
分
か
ら

ず
営
農
に
携
わ
り
、
組
合
員
や
先
輩
職
員

に
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
に
勤

務
し
た
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
お
付
き
合
い

は
今
も
続
い
て
い
る
宝
物
で
す
。
丹
波
黒

大
豆
や
岩
津
ね
ぎ
と
い
っ
た
特
産
品
の
振

興
に
関
わ
っ
た
こ
と
も
印
象
深
い
で
す
。

飯
野
　
私
は
、
農
協
に
入
っ
て
す
ぐ
に
生

産
者
部
会
を
担
当
し
た
こ
と
で
す
。
当
時

は
葉
タ
バ
コ
の
部
会
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
葉
っ
ぱ
を
見
た
こ
と
も
な
い
農

業
の
初
心
者
で
し
た
。
キ
ャ
ベ
ツ
の
栽
培

に
つ
い
て
も
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

で
、
先
輩
や
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
教
わ
り

な
が
ら
苗
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
怒
ら
れ
た
り
、
感
謝
さ
れ
た
り
…
。

当
時
の
部
会
の
皆
さ
ん
の
こ
と
は
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

吉
井
　
あ
っ
と
い
う
間
の
20
年
で
し
た
。

仕
事
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃
、
融
資
専
任

担
当
に
な
り
、
目
標
を
達
成
で
き
ず
円
形

脱
毛
症
に
な
っ
た
こ
と
も
、
今
で
は
い
い

思
い
出
で
す
。
つ
ら
い
思
い
を
し
た
分
、

諦
め
ず
に
が
ん
ば
る
精
神
力
や
、
乗
り
切

る
た
め
に
工
夫
す
る
知
恵
を
養
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
後
輩
が
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ

て
い
る
の
を
見
た
ら
、
こ
う
し
た
体
験
を

話
し
て
、
励
ま
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

伊
藤
　
私
は
、
平
成
30
年
に
全
国
窓
口
担

当
者
の
交
流
会
に
参
加
し
た
こ
と
で
す
。

印
象
評
論
家
の
重
太
み
ゆ
き
さ
ん
の
講
演

が
あ
り
、
接
客
に
お
け
る
第
一
印
象
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
笑
顔
の
大

切
さ
を
改
め
て
知
り
、
今
も
実
践
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
窓
口
担
当

者
と
、
職
場
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
た
こ
と
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

木
谷
　
平
成
16
年
、
台
風
23
号
の
水
害
に

遭
っ
た
こ
と
で
す
。
当
時
、
豊
岡
北
支
店

に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
支
店
も
事
務

所
も
、
自
宅
も
水
没
。
日
中
は
事
務
所
の

清
掃
と
自
動
車
や
建
物
共
済
の
請
求
に
走

り
回
り
、
夜
は
自
宅
の
清
掃
、
土
日
は
旧

本
店
に
こ
も
っ
て
の
査
定
業
務
で
、
４
カ

月
ほ
ど
休
み
は
な
く
、
心
身
と
も
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
一
生
懸
命
が

ん
ば
っ
た
お
か
げ
で
、
組
合
員
さ
ん
か
ら

「
Ｊ
Ａ
共
済
に
入
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
」「
よ

く
勧
め
て
く
れ
た
」「
共
済
っ
て
す
ご
い
な
」

と
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
木
谷
君
に

任
せ
た
ら
間
違
い
な
い
」と
他
の
組
合
員
を

紹
介
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

入
組
４
年
目
に
し
て
、
共
済
事
業
の
意
義

に
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

時
と
と
も
に
、

変
化
し
た
人
や
地
域

太
田
垣
　
そ
れ
ぞ
れ
の
20
年
間
が
あ
っ
た

ん
で
す
ね
。で
は
、そ
の
20
年
間
で
、変
わ
っ

た
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
？

稲
葉
　
10
年
ほ
ど
前
に
、
日
高
町
に
家
を

構
え
ま
し
た
。
誘
わ
れ
る
ま
ま
地
元
の
消

防
団
に
入
っ
た
ん
で
す
が
、
地
域
の
行
事

に
参
加
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
、
顔
な
じ

み
も
増
え
て
、
そ
れ
が
仕
事
に
も
良
い
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

太
田
垣
　
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
前
々
か

ら
地
域
で
認
め
ら
れ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
す
ご
く
い
い
こ

と
だ
し
、
う
れ
し
い
で
す
。

飯
野
　
但
馬
地
域
で
は
、Ｊ
Ａ
以
外
に
生
産

資
材
を
扱
う
店
舗
が
増
え
ま
し
た
。
か
つ

て
は
組
合
員
の
購
買
は
Ｊ
Ａ
中
心
で
し
た

が
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
も
手
軽
に
な
っ
た

こ
と
で
選
択
肢
が
増
え
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
な

ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
や
付
加
価
値
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

伊
藤
　
信
用
事
業
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
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ト
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ネ
ッ
ト

バ
ン
ク
や
ネ
ッ
ト
ロ
ー
ン
な
ど
、
非
対
面

で
の
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
ま
し
た
。
来
店
が

不
要
な
た
め
、
忙
し
い
方
を
中
心
に
大
変

重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
井
　
私
は
、
働
き
方
に
変
化
を
感
じ
て

い
ま
す
。
か
つ
て
月
末
は
貯
金
集
め
な
ど

で
忙
し
く
、
職
員
は
夜
遅
く
ま
で
働
い
て

い
ま
し
た
が
、
近
年
は
早
く
帰
れ
て
い
ま

す
。Ｊ
Ａ
た
じ
ま
全
体
が
効
率
よ
く
、
計
画

的
に
動
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
職

場
の
雰
囲
気
も
と
て
も
良
い
で
す
。

太
田
垣
　
な
る
ほ
ど
。
経
営
者
側
も
職
場

の
環
境
改
善
に
は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

職
員
の
健
康
や
ゆ
と
り
は
、
良
い
仕
事
に

つ
な
が
り
ま
す
。

吉
井
　
そ
し
て
や
は
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
は
大
き
い
で
す
。
以
前
の

よ
う
な
気
軽
な
訪
問
は
で
き
な
い
一
方
、

ア
ポ
取
り
を
す
る
こ
と
で
、
時
間
を
確
保

し
て
、
話
を
じ
っ
く
り
聞
い
て
い
た
だ
け

る
な
ど
、
新
た
な
発
見
も
あ
り
ま
し
た
。

木
谷
　
私
は
大
人
に
な
り
ま
し
た（
笑
）。

組
合
員
の
皆
さ
ん
や
上
司
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
方
に
厳
し
く
し
て
も
ら
っ
た
か
ら
今

の
自
分
が
あ
る
。
言
葉
遣
い
、
マ
ナ
ー
な

ど
、
怒
ら
れ
て
ば
か
り
だ
っ
た
自
分
が
、

い
つ
の
間
に
か
部
下
を
指
導
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
愛
情
を
持
っ
て
叱
る
一

方
で
、
部
下
が
困
っ
て
い
る
時
は
黙
っ
て

手
を
差
し
伸
べ
る
な
ど
、
自
分
な
り
に
良

い
人
間
関
係
を
築
く
努
力
を
し
て
い
る
つ

も
り
で
す
。

次
の
世
代
に
つ
な
ぎ
た
い
、

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
に
は
強
み
が
あ
る

太
田
垣
　
こ
こ
で
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
の
強
み
に

つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
次
の

世
代
に
つ
な
ぎ
た
い
も
の
は
な
ん
で
す

か
？

飯
野
　
お
い
し
い
米
、
ピ
ー
マ
ン
、
ネ
ギ
、

小
豆
、
梨
な
ど
の
特
産
品
で
す
。
コ
ウ
ノ

ト
リ
や
但
馬
牛
な
ど
歴
史
や
ス
ト
ー
リ
ー

性
の
あ
る
も
の
も
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
こ
れ
だ
け
そ
ろ
う
地
域
は
、
他
に
な

か
な
か
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

稲
葉
　
但
馬
の
農
産
物
は
、
全
国
で
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
継
続
的

な
努
力
の
結
果
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、

但
馬
出
身
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

太
田
垣
　
確
か
に
、
こ
の
地
域
一
円
に
誇

れ
る
特
産
品
が
あ
り
、Ｊ
Ａ
た
じ
ま
に
は
そ

れ
ら
を
一
体
化
し
て
発
信
で
き
る
組
織
力

が
あ
り
ま
す
。
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
と
、

但
馬
な
ら
で
は
の
特
長
あ
る
品
目
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
基
本
と
し
て
営
農
振
興
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

育
む
お
米
の
取
り
組
み
は
数
々
の
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
対
外
的
に
も
高
い
評
価
を
頂

く
ま
で
に
成
長
し
て
き
て
い
ま
す
ね
。

伊
藤
　
は
い
。Ｊ
Ａ
の
強
み
は
総
合
事
業
性

に
あ
り
、
信
用
や
共
済
事
業
で
も
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
共
済
、
自
動
車

共
済
、
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
な
ど
、
ご
家
族

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
提
案
が
可
能
で
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
と
末
永
く
お
付
き
合

い
で
き
ま
す
。

吉
井
　
地
域
で
の
知
名
度
も
強
み
で
す
。

皆
さ
ん
が「
農
協
さ
ん
」と
呼
ん
で
気
軽
に

接
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
良
い
関
係
を
次

の
世
代
に
も
つ
な
ぎ
た
い
で
す
。

木
谷
　
同
感
で
す
。
他
社
に
も
魅
力
的
な

競
合
商
品
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
農

協
さ
ん
だ
か
ら
」と
い
っ
て
利
用
し
て
く
れ

る
人
が
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
、Ｊ
Ａ
た
じ

ま
の
強
み
で
す
。
後
輩
に
は
、
積
極
的
に

地
域
行
事
に
参
加
し
、
仕
事
以
外
で
も
地

域
や
人
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
を
勧
め

て
い
ま
す
。

組
合
員
と
向
き
合
う
中
で

感
じ
る
課
題
と
は…

太
田
垣
　
で
は
、Ｊ
Ａ
た
じ
ま
は
、
組
合
員

か
ら
、
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？

稲
葉
　
農
業
振
興
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

何
で
も
相
談
で
き
る
、
身
近
な
存
在
と
し

て
も
必
要
と
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

飯
野
　
今
は
、
出
荷
先
の
選
択
肢
が
増
え
、

Ｊ
Ａ
を
頼
ら
ず
と
も
仲
間
を
作
っ
た
り
、

苗
が
手
に
入
っ
た
り
し
や
す
い
時
代
で
す
。

世
代
交
代
が
進
む
中
、
若
い
世
代
に
Ｊ
Ａ

を
ど
う
利
用
し
て
も
ら
う
か
が
課
題
で
す
。

Ｊ
Ａ
が
選
ば
れ
る
に
は
、
組
合
員
の
所
得

増
加
や
農
業
の
継
続
に
つ
な
が
る
、
よ
り

専
門
的
な
栽
培
指
導
や
経
営
支
援
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤
　
私
も
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
職
員

の
育
成
と
、
高
齢
者
と
次
世
代
の
両
方
に

信
頼
さ
れ
る
組
織
運
営
の
重
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。Ｉ
Ｔ
技
術
を
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

に
取
り
入
れ
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
商
品
・
仕
組
み
の
開
発
、
利
便
性
の
向

上
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

吉
井
　
私
は
、
正
組
合
員
と
准
組
合
員
を

つ
な
げ
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。
ロ
ー
ン
な
ど
を
希
望
さ
れ
る
方
に
、

新
規
で
組
合
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
総
合
事
業
性
を
ご
理
解
い
た
だ
く
ま

で
に
は
な
か
な
か
至
ら
な
い
か
ら
で
す
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
た
じ
ま
ん

ま
」の
よ
う
な
生
活
に
身
近
な
事
業
を
き
っ

か
け
に
、
総
合
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
を
多
く

の
人
に
享
受
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

太
田
垣
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
取
り
組
み

の
一
つ
が
利
用
高
配
当
で
す
。Ｊ
Ａ
た
じ
ま

で
は
、
正
組
合
員
、
准
組
合
員
に
関
わ
ら

ず
、
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
よ
り
多

く
還
元
す
る
方
針
を
と
り
、
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

木
谷
　
他
に
も
、Ｊ
Ａ
に
し
か
で
き
な
い
事

業
を
模
索
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
営
利

追
求
だ
け
で
は
な
い
、
地
域
に
根
差
し
た

取
り
組
み
こ
そ
が
、
私
た
ち
の
存
在
価
値

だ
と
思
い
ま
す
。

太
田
垣
　
そ
う
で
す
ね
。
地
域
か
ら
求
め

ら
れ
る
組
織
を
目
指
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
令
和
３
年
度
の
事
業

計
画
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
を
盛
り
込
み

ま
し
た
。
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
た

じ
ま
ん
ま
」の
一
画
に
、
生
産
者
が
寄
付
し

た
い
野
菜
な
ど
を
並
べ
て
、
必
要
な
人
が

持
ち
帰
れ
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
予
定
で

す
。
ま
た
、Ｊ
Ａ
た
じ
ま
は
、
規
模
の
大
小

に
関
係
な
く
、
担
い
手
を
手
厚
く
支
援
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

語
り
つ
く
せ
な
い
熱
い
思
い
が
あ
る
！

未
来
の
Ｊ
Ａ
た
じ
ま

太
田
垣
　
最
後
に
、
未
来
の
Ｊ
Ａ
た
じ
ま

が
あ
る
べ
き
姿
を
、
ど
う
考
え
て
い
ま
す

か
？

稲
葉
　
農
業
を
守
る
た
め
に
、
こ
の
地
域

で
採
れ
た
も
の
を
し
っ
か
り
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
時
代
の
ニ
ー
ズ
を

つ
か
み
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
、
儲

か
る
農
業
を
続
け
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か

け
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
農
家
や
組

合
員
が
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
情
報
交
換

の
場
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

飯
野
　
私
も
、
但
馬
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
伝

承
す
る
た
め
の
お
手
伝
い
が
し
た
い
で
す
。

「
農
協
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
な
」と
言
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

伊
藤
　
組
合
員
の
安
心
を
支
え
ら
れ
る
Ｊ

Ａ
た
じ
ま
で
あ
れ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

に
合
わ
せ
た
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
を
開
催

し
、
幅
広
い
知
識
や
情
報
を
提
供
し
て
い

き
た
い
で
す
。

吉
井
　
期
待
や
要
望
は
組
合
員
ご
と
に
違

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
対
し
て
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
全
う

し
て
い
れ
ば
、
必
要
と
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

木
谷
　
そ
う
思
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
た
じ
ま
は
、

合
併
に
よ
り
、
管
内
で
は
最
大
級
の
組
織

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
規
模
が
大
き
い
と

い
う
優
位
性
を
も
っ
と
生
か
せ
る
と
思
う

ん
で
す
。
地
域
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
小
さ
な
感
動
を
積
み
重

ね
る
こ
と
で
、
次
の
世
代
に
も
必
要
と
し

て
い
た
だ
け
る
は
ず
。
も
し
、
そ
の
感
動

が
都
会
に
住
ん
で
い
る
組
合
員
の
お
子
さ

ん
に
伝
わ
れ
ば
、
将
来
帰
っ
て
き
た
時
に

農
業
を
始
め
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。Ｊ
Ａ
と
お
付
き
合
い
す

る
き
っ
か
け
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

太
田
垣
　
そ
う
で
す
ね
。
私
は
毎
年
、
新

入
職
員
に「
い
い
職
場
を
選
び
ま
し
た
ね
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
人
の
生
活
に
関
わ
る

仕
事
は
、
人
を
幸
せ
に
で
き
ま
す
。
地
域

で
必
要
と
さ
れ
る
喜
び
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
但
馬
に
は
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」

や「
但
馬
牛
」と
い
っ
た
世
界
に
自
慢
で
き

る
特
産
品
が
あ
り
ま
す
。
但
馬
で
生
ま
れ

た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
各
地
で
巣
作
り
を
し
、

そ
の
生
息
域
を
広
げ
て
い
る
よ
う
に
、
但

馬
の
特
産
物
を
も
っ
と
羽
ば
た
か
せ
た
い
。

農
協
の
歩
み
の
中
で
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

も
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
応
援
は
必
要
不

可
欠
で
す
。
そ
の
先
の
〝
元
気
な
Ｊ
Ａ
た

じ
ま
〞
に
期
待
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

入
組
し
て
20
年
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
語
る

太
田
垣
　
合
併
か
ら
20
年
、
そ
れ
ぞ
れ
一

番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
か
。

稲
葉
　
は
い
。
合
併
20
年
と
い
う
こ
と
は
、

入
組
20
年
経
っ
た
ん
だ
な
と
感
慨
深
い
で

す
。
県
外
か
ら
来
て
、
右
も
左
も
分
か
ら

ず
営
農
に
携
わ
り
、
組
合
員
や
先
輩
職
員

に
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
に
勤

務
し
た
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
お
付
き
合
い

は
今
も
続
い
て
い
る
宝
物
で
す
。
丹
波
黒

大
豆
や
岩
津
ね
ぎ
と
い
っ
た
特
産
品
の
振

興
に
関
わ
っ
た
こ
と
も
印
象
深
い
で
す
。

飯
野
　
私
は
、
農
協
に
入
っ
て
す
ぐ
に
生

産
者
部
会
を
担
当
し
た
こ
と
で
す
。
当
時

は
葉
タ
バ
コ
の
部
会
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
葉
っ
ぱ
を
見
た
こ
と
も
な
い
農

業
の
初
心
者
で
し
た
。
キ
ャ
ベ
ツ
の
栽
培

に
つ
い
て
も
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

で
、
先
輩
や
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
教
わ
り

な
が
ら
苗
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
怒
ら
れ
た
り
、
感
謝
さ
れ
た
り
…
。

当
時
の
部
会
の
皆
さ
ん
の
こ
と
は
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

吉
井
　
あ
っ
と
い
う
間
の
20
年
で
し
た
。

仕
事
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃
、
融
資
専
任

担
当
に
な
り
、
目
標
を
達
成
で
き
ず
円
形

脱
毛
症
に
な
っ
た
こ
と
も
、
今
で
は
い
い

思
い
出
で
す
。
つ
ら
い
思
い
を
し
た
分
、

諦
め
ず
に
が
ん
ば
る
精
神
力
や
、
乗
り
切

る
た
め
に
工
夫
す
る
知
恵
を
養
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
後
輩
が
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ

て
い
る
の
を
見
た
ら
、
こ
う
し
た
体
験
を

話
し
て
、
励
ま
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

伊
藤
　
私
は
、
平
成
30
年
に
全
国
窓
口
担

当
者
の
交
流
会
に
参
加
し
た
こ
と
で
す
。

印
象
評
論
家
の
重
太
み
ゆ
き
さ
ん
の
講
演

が
あ
り
、
接
客
に
お
け
る
第
一
印
象
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
笑
顔
の
大

切
さ
を
改
め
て
知
り
、
今
も
実
践
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
窓
口
担
当

者
と
、
職
場
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
た
こ
と
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

木
谷
　
平
成
16
年
、
台
風
23
号
の
水
害
に

遭
っ
た
こ
と
で
す
。
当
時
、
豊
岡
北
支
店

に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
支
店
も
事
務

所
も
、
自
宅
も
水
没
。
日
中
は
事
務
所
の

清
掃
と
自
動
車
や
建
物
共
済
の
請
求
に
走

り
回
り
、
夜
は
自
宅
の
清
掃
、
土
日
は
旧

本
店
に
こ
も
っ
て
の
査
定
業
務
で
、
４
カ

月
ほ
ど
休
み
は
な
く
、
心
身
と
も
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
一
生
懸
命
が

ん
ば
っ
た
お
か
げ
で
、
組
合
員
さ
ん
か
ら

「
Ｊ
Ａ
共
済
に
入
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
」「
よ

く
勧
め
て
く
れ
た
」「
共
済
っ
て
す
ご
い
な
」

と
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
木
谷
君
に

任
せ
た
ら
間
違
い
な
い
」と
他
の
組
合
員
を

紹
介
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

入
組
４
年
目
に
し
て
、
共
済
事
業
の
意
義

に
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

時
と
と
も
に
、

変
化
し
た
人
や
地
域

太
田
垣
　
そ
れ
ぞ
れ
の
20
年
間
が
あ
っ
た

ん
で
す
ね
。で
は
、そ
の
20
年
間
で
、変
わ
っ

た
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
？

稲
葉
　
10
年
ほ
ど
前
に
、
日
高
町
に
家
を

構
え
ま
し
た
。
誘
わ
れ
る
ま
ま
地
元
の
消

防
団
に
入
っ
た
ん
で
す
が
、
地
域
の
行
事

に
参
加
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
、
顔
な
じ

み
も
増
え
て
、
そ
れ
が
仕
事
に
も
良
い
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

太
田
垣
　
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
前
々
か

ら
地
域
で
認
め
ら
れ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
す
ご
く
い
い
こ

と
だ
し
、
う
れ
し
い
で
す
。

飯
野
　
但
馬
地
域
で
は
、Ｊ
Ａ
以
外
に
生
産

資
材
を
扱
う
店
舗
が
増
え
ま
し
た
。
か
つ

て
は
組
合
員
の
購
買
は
Ｊ
Ａ
中
心
で
し
た

が
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
も
手
軽
に
な
っ
た

こ
と
で
選
択
肢
が
増
え
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
な

ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
や
付
加
価
値
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

伊
藤
　
信
用
事
業
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

JAたじまの未来を語る 合併20周年記念誌特別対談

これからも地域に愛される「JA」へ

23 JA TAJIMA 20th Anniversary 22JA TAJIMA 20th Anniversary

「組合員の安心を支える、幅広い知識や情報を提

供していきたい」ー伊藤

「若い世代にJAを利用してもらえるよう、栽培指

導や経営指導も積極的に」ー飯野

「地域に根差した取り組みのなかで感動を積み重

ね、次世代につなげたい」ー木谷
「正組合員と准組合員をつなげる取り組みが必要」
ー吉井
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YEARS
広域合併20周年記念誌

こ
れ
ま
で
も
、

　
　
　
こ
れ
か
ら
も
。


